
 
 

令和４年度 第１回社会教育委員会議 

 

日時 令和４年５月１９日（木） １０：００～１２：００ 

場所 北九州市立生涯学習総合センター３階 ホール 

 

１ 市民文化スポーツ局局長挨拶 

２ 委員紹介 

３ 議長挨拶 

４ 議題 

(１) 令和４年度生涯学習推進計画の主要事業について（取組予定）[資料１] 

(２) 令和４年度の社会教育関係団体補助金について       [資料２] 

(３) 協議テーマに関する意見交換 

「“学びと活動の場”からつながる地域づくり・人づくりについて」 

ア 「地域のデジタルデバイド対策について」 

   （デジタル市役所推進室デジタル市役所推進課） 

イ 実施事例発表                      [資料３] 

「企救丘市民センター『デジタル化への対応』に関する取組み 

      ～コロナ禍での地域づくりとコミュニケーションのあり方～」 

                     （企救丘市民センター） 

ウ グループワーク（３０分を予定） 

  テーマ：「地域のデジタル化（使える人を増やし、情報格差を無くす）を 

推進するためには、どのような学びや工夫が必要か」 
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資料１ 



施
策

の
柱

１
　

誰
も

が
気

軽
に

「
学

び
」
と

「
活

動
」
に

参
加

で
き

る
環

境
づ

く
り

①
「
学

び
」
と

「
活

動
」
の

　
一

元
的

な
情

報
提

供

②
多

様
な

媒
体

に
よ

る
  

 情
報

提
供

①
「
学

び
」
の

相
談

  
体

制
づ

く
り

（
２

）
気

軽
に

相
談

で
き

る
  

  
  

体
制

づ
く
り

R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

28
8

8
,8

3
4

8
,8

3
4

≪
目

的
≫

  
 高

齢
者

の
社

会
参

加
や

い
き

が
い

づ
く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

高
齢

者
の

参
加

し
や

す
い

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
生

涯
学

習
情

報
等

に
関

す
る

情
報

の
収

集
・
提

供
等

を
行

う
。

高
齢

者
い

き
が

い
活

動
支

援
事

業
保

健
福

祉
局

長
寿

社
会

対
策

課

（1
）「

学
び

」
と

「
活

動
」
の

  
  

　
情

報
提

供
の

拡
充

≪
目

的
≫

　
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー
主

催
事

業
や

生
涯

学
習

関
連

情
報

等
を

掲
載

し
た

市
民

向
け

の
情

報
紙

を
発

行
す

る
。

28
8

事
務

事
業

所
管

課

≪
目

的
≫

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
ま

な
び

ネ
ッ

ト
ひ

ま
わ

り
」
を

活
用

し
て

、
市

内
の

生
涯

学
習

に
関

す
る

学
習

機
会

や
講

師
の

情
報

等
、

様
々

な
情

報
を

一
元

的
に

提
供

し
、

生
涯

学
習

活
動

の
促

進
を

図
る

。

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策

20
1

「
ま

な
び

ネ
ッ

ト
ひ

ま
わ

り
」

（
管

理
運

営
）

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

20
1

概
要

（
目

的
）

予
算

措
置

な
し

≪
目

的
≫

　
施

設
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

協
力

の
も

と
、

学
習

相
談

コ
ー

ナ
ー

を
定

期
的

に
開

設
し

、
生

涯
学

習
に

関
す

る
様

々
な

相
談

に
き

め
細

か
く
対

応
す

る
。

予
算

措
置

な
し

≪
目

的
≫

　
高

齢
者

に
対

し
て

教
養

、
健

康
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
の

研
修

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

、
健

康
づ

く
り

及
び

社
会

活
動

の
促

進
を

図
る

。
修

了
生

の
組

織
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
実

施
す

る
。

18
7
,4

0
8

の
一

部
18

7
,4

0
8

の
一

部

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

だ
よ

り
「
ま

い
な

び
２

１
」
の

発
行

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

学
習

相
談

事
業

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー

年
長

者
研

修
大

学
校

(周
望

学
舎

・
穴

生
学

舎
)

保
健

福
祉

局
長

寿
社

会
対

策
課

（
３

）
多

様
な

「
学

び
」
の

機
会

  
  

の
提

供

①
「
学

び
」
の

き
っ

か
け

  
づ

く
り

　
引

き
続

き
利

用
の

状
況

等
を

見
な

が
ら

、
リ

モ
ー

ト
を

活
用

す
る

な
ど

し
、

高
齢

者
の

社
会

貢
献

や
い

き
が

い
づ

く
り

の
推

進
を

行
う

。

　
学

ん
だ

成
果

を
自

ら
活

動
に

踏
み

出
せ

る
よ

う
、

「
い

つ
で

も
・
ど

こ
で

も
」
、

学
習

か
ら

活
動

、
活

動
か

ら
学

び
へ

と
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
に

情
報

の
一

元
化

に
努

め
る

。
　

ま
た

「
ま

な
び

ネ
ッ

ト
ひ

ま
わ

り
」
が

多
く
の

方
に

利
用

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
様

々
な

機
会

を
捉

え
て

周
知

す
る

。

　
紙

面
の

見
直

し
（
市

民
セ

ン
タ

ー
で

の
特

色
あ

る
取

り
組

み
の

紹
介

な
ど

）
や

読
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

（
第

７
２

号
（
R

4
.4

.1
発

行
）
よ

り
）
に

よ
り

、
読

者
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
内

容
に

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

を
行

う
。

　
施

設
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

、
相

談
者

に
的

確
な

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

、
市

内
の

講
座

開
設

状
況

等
情

報
収

集
に

努
め

る
。

　
事

業
を

継
続

し
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

、
健

康
づ

く
り

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

高
齢

者
の

学
習

機
会

の
提

供
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
修

了
生

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
促

進
を

目
指

す
。

番
号 1 2 3 4 5

1
柱

１

資
料

１



R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

事
務

事
業

所
管

課
令

和
４

年
度

に
向

け
て

強
化

・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策
概

要
（
目

的
）

番
号

9
,7

8
4

≪
目

的
≫

　
市

民
の

学
習

活
動

を
支

援
し

、
一

人
一

人
が

健
康

で
心

豊
か

な
生

活
を

送
り

、
個

人
の

い
き

が
い

づ
く
り

や
生

活
に

必
要

な
知

識
、

技
術

を
習

得
す

る
だ

け
で

な
く
、

地
域

課
題

や
社

会
的

課
題

を
解

決
す

る
た

め
、

各
市

民
セ

ン
タ

ー
等

で
幅

広
い

分
野

に
わ

た
る

講
座

を
実

施
す

る
。

10
,0

5
5

3
,8

6
9

3
,6

9
3

≪
目

的
≫

　
各

施
設

の
特

徴
や

専
門

性
を

生
か

し
、

子
供

か
ら

高
齢

者
ま

で
、

年
齢

、
国

籍
、

文
化

、
障

害
の

有
無

を
問

わ
ず

、
若

者
成

長
の

支
援

、
あ

ら
ゆ

る
世

代
の

学
び

の
充

実
、

さ
ま

ざ
ま

な
団

体
の

活
動

支
援

、
す

べ
て

の
市

民
の

交
流

促
進

に
取

り
組

み
、

幅
広

い
人

づ
く
り

を
支

援
す

る
。

20
,1

7
9

≪
目

的
≫

  
 市

民
の

多
様

な
学

習
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
生

涯
学

習
機

会
を

提
供

し
、

自
己

実
現

の
促

進
お

よ
び

「
循

環
型

生
涯

学
習

社
会

」
を

担
う

人
材

の
育

成
を

図
る

。

4
,7

1
0

（
八

幡
西

総
合

含
む

）

4
,4

3
8

（
八

幡
西

総
合

含
む

）

≪
目

的
≫

　
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

産
学

官
民

の
多

様
な

主
体

か
ら

成
る

「
北

九
州

E
S

D
協

議
会

」
や

誰
も

が
利

用
で

き
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ペ

ー
ス

で
あ

る
「
北

九
州

ま
な

び
と

E
S

D
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
、

環
境

は
も

と
よ

り
人

権
・
平

和
な

ど
幅

広
い

視
野

か
ら

総
合

的
に

取
り

組
む

人
材

の
育

成
を

図
る

。
【
E
S

D
＝

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
】

20
,3

0
1

生
涯

学
習

市
民

講
座

の
充

実
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

生
涯

学
習

課

E
S

D
推

進
事

業
環

境
局

環
境

学
習

課

北
九

州
市

民
カ

レ
ッ

ジ
事

業
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

北
九

州
ひ

と
み

ら
い

プ
レ

イ
ス

の
充

実

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
八

幡
西

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

（
続

き
）

①
「
学

び
」
の

き
っ

か
け

  
づ

く
り

　
よ

り
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
講

座
、

地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

講
座

と
な

る
よ

う
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
研

修
の

充
実

を
図

り
、

多
く
の

方
に

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

し
て

い
く
。

　
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
や

ウ
ェ

ブ
動

画
を

活
用

し
た

講
座

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
オ

ン
ラ

イ
ン

環
境

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

市
民

セ
ン

タ
ー

館
長

・
職

員
等

の
研

修
を

充
実

さ
せ

る
。

　
厳

し
い

予
算

状
況

の
中

、
事

業
の

質
を

確
保

し
な

が
ら

、
多

様
化

す
る

課
題

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

高
等

教
育

機
関

等
と

の
連

携
を

さ
ら

に
進

め
て

い
く
。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

防
止

の
観

点
か

ら
、

更
な

る
新

し
い

方
法

で
の

事
業

実
施

に
取

り
組

み
つ

つ
、

引
き

続
き

様
々

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
協

働
に

よ
り

、
 E

S
D

活
動

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

　
令

和
4
年

度
で

北
九

州
ひ

と
み

ら
い

プ
レ

イ
ス

は
設

立
10

年
を

迎
え

る
が

、
未

だ
市

民
へ

の
認

知
度

が
十

分
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

11
施

設
の

連
携

事
業

に
よ

り
広

報
活

動
を

行
う

。

6 7 8 9

2
柱

１



R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

事
務

事
業

所
管

課
令

和
４

年
度

に
向

け
て

強
化

・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策
概

要
（
目

的
）

番
号

②
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

や
  

多
様

性
に

応
じ

た
学

  
習

 機
会

の
提

供
・

  
充

実

≪
目

的
≫

　
社

会
の

デ
ジ

タ
ル

化
が

進
展

す
る

一
方

、
20

20
年

市
民

調
査

で
は

約
25

%
の

市
民

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
い

な
い

状
況

で
あ

り
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
未

利
用

理
由

で
上

位
の

「
機

器
操

作
が

難
し

い
」
等

の
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
高

齢
者

等
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
操

作
に

不
慣

れ
な

方
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
操

作
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
た

め
の

第
一

歩
と

な
る

よ
う

な
講

座
を

市
民

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

2
,0

0
0

8
,0

0
0

≪
目

的
≫

　
乳

幼
児

の
親

同
士

が
交

流
を

通
じ

て
、

自
主

的
な

活
動

を
行

え
る

よ
う

育
児

サ
ー

ク
ル

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
自

由
に

参
加

・
利

用
で

き
る

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス
の

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

地
域

で
子

育
て

を
し

や
す

い
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

、
仲

間
づ

く
り

を
支

援
す

る
。

5
,7

5
3

5
,7

2
9

38
,6

6
0

≪
目

的
≫

　
子

育
て

中
の

親
と

子
が

気
軽

に
集

い
、

相
互

に
交

流
を

図
る

場
で

あ
る

親
子

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
を

運
営

し
、

施
設

の
充

実
や

利
用

日
の

拡
大

、
相

談
対

応
の

充
実

な
ど

の
機

能
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

市
民

セ
ン

タ
ー

を
は

じ
め

、
子

育
て

支
援

団
体

、
育

児
サ

ー
ク

ル
等

と
連

携
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
図

る
な

ど
、

地
域

に
お

け
る

子
育

て
支

援
に

取
組

む
。

36
,9

3
5

≪
目

的
≫

　
市

や
市

民
団

体
・
N

P
O

団
体

等
が

実
施

し
て

い
る

青
少

年
体

験
活

動
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
行

う
。

12
,6

2
7

の
一

部
12

,5
0
9

の
一

部

≪
目

的
≫

　
当

カ
レ

ッ
ジ

の
た

め
に

デ
ザ

イ
ン

さ
れ

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

科
目

と
、

大
学

の
多

彩
な

科
目

の
中

か
ら

学
生

と
一

緒
に

学
べ

る
科

目
を

選
択

で
き

る
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

、
社

会
人

の
学

び
直

し
を

支
援

す
る

。

-
-

デ
ジ

タ
ル

活
用

講
座

デ
ジ

タ
ル

市
役

所
推

進
室

デ
ジ

タ
ル

市
役

所
推

進
課

育
児

サ
ー

ク
ル

・
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

活
動

へ
の

支
援

子
ど

も
家

庭
局

子
育

て
支

援
課

親
子

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
運

営
事

業
子

ど
も

家
庭

局
子

育
て

支
援

課

青
少

年
体

験
活

動
の

啓
発

・
広

報
の

推
進

子
ど

も
家

庭
局

青
少

年
課

北
九

州
市

立
大

学
i-

D
e
si

gn
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ

企
画

調
整

局
総

務
課

　
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
操

作
に

不
慣

れ
な

方
を

対
象

に
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

基
本

操
作

等
を

体
験

す
る

「
デ

ジ
タ

ル
活

用
講

座
」
、

さ
ら

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
関

し
て

疑
問

や
不

安
を

抱
え

て
い

る
方

を
対

象
に

、
個

々
に

相
談

を
受

け
付

け
る

「
デ

ジ
タ

ル
活

用
相

談
会

」
な

ど
を

開
催

し
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

な
方

が
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
の

取
組

を
強

化
・
推

進
す

る
。

　
子

育
て

に
関

わ
る

団
体

の
自

主
的

活
動

を
さ

ら
に

活
発

化
さ

せ
る

た
め

、
補

助
件

数
の

増
加

等
、

支
援

内
容

に
つ

い
て

継
続

的
に

検
討

し
て

い
く
。

　
親

子
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

の
質

の
向

上
や

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、

運
営

ス
タ

ッ
フ

へ
の

研
修

の
実

施
や

コ
ロ

ナ
禍

で
の

運
営

方
法

等
、

更
な

る
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
く
。

　
次

代
を

担
う

青
少

年
が

社
会

と
関

り
を

自
覚

し
な

が
ら

自
己

を
確

立
・
向

上
し

て
い

け
る

よ
う

、
青

少
年

育
成

団
体

等
と

一
層

の
連

携
を

図
り

、
青

少
年

の
体

験
活

動
の

機
会

や
場

の
創

出
に

務
め

、
6
月

、
12

月
の

年
２

回
体

験
情

報
冊

子
「
キ

ッ
ズ

チ
ャ

レ
ン

ジ
」
を

発
行

し
た

（
令

和
２

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
「
お

う
ち

あ
そ

び
」
特

集
号

を
発

行
）

　
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

る
と

と
も

に
、

学
内

コ
ン

テ
ン

ツ
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
関

す
る

新
し

い
学

び
の

領
域

「
社

会
人

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

」
を

20
22

年
（
令

和
４

年
）
４

月
に

開
設

す
る

こ
と

を
決

定
し

、
必

要
な

準
備

や
広

報
等

を
行

っ
た

。

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

3
柱

１



R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

事
務

事
業

所
管

課
令

和
４

年
度

に
向

け
て

強
化

・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策
概

要
（
目

的
）

番
号

【
新

規
】

新
・
多

様
性

が
輝

く
地

域
へ

「
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
」
事

業

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

≪
目

的
≫

　
地

域
全

体
で

「
心

の
バ

リ
ア

」
を

な
く
し

、
相

互
理

解
を

深
め

て
い

く
た

め
、

障
害

の
あ

る
人

や
国

籍
・
言

語
の

違
う

人
な

ど
と

住
民

が
共

生
し

た
地

域
づ

く
り

を
目

指
す

。

1
,0

0
0

　
地

域
に

お
け

る
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

の
希

薄
化

等
に

よ
り

、
近

所
付

き
合

い
が

減
る

な
ど

、
高

齢
者

や
困

難
を

抱
え

た
人

が
地

域
で

孤
立

す
る

と
い

う
深

刻
な

状
況

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
。

今
回

の
取

組
み

を
き

っ
か

け
に

、
障

害
の

あ
る

人
・
外

国
人

住
民

等
と

地
域

住
民

が
、

共
に

認
め

合
い

、
地

域
で

の
孤

立
予

防
・
解

消
と

活
力

あ
る

地
域

社
会

づ
く
り

を
行

う
。

≪
目

的
≫

　
障

害
の

あ
る

人
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

体
力

の
維

持
・
増

強
、

機
能

回
復

を
図

る
。

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
振

興
事

業
54

,4
9
0

の
一

部

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
振

興
事

業
55

,4
9
0

の
一

部

≪
目

的
≫

　
日

本
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

困
難

な
外

国
人

市
民

の
た

め
に

、
日

本
語

教
室

を
運

営
す

る
と

と
も

に
、

市
内

で
日

本
語

学
習

支
援

を
行

っ
て

い
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

（1
3
団

体
）
と

の
連

携
や

、
助

成
金

の
交

付
、

広
報

協
力

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
な

ど
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

日
本

人
と

外
国

人
の

相
互

理
解

お
よ

び
学

習
機

会
の

充
実

を
図

る
。

文
化

芸
術

振
興

費
補

助
金

9
,0

0
0

の
一

部
等

文
化

芸
術

振
興

費
補

助
金

10
,0

0
0

の
一

部
等

障
害

者
福

祉
会

館
運

営
費

17
4
,1

8
4

の
一

部

≪
目

的
≫

　
障

害
の

あ
る

人
の

日
常

生
活

に
役

立
つ

知
識

の
習

得
や

、
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
。

障
害

者
福

祉
会

館
運

営
費

17
3
,1

8
4

の
一

部

≪
目

的
≫

　
障

害
の

あ
る

人
の

芸
術

・
文

化
活

動
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

本
人

の
生

き
が

い
や

自
信

を
創

出
し

、
社

会
参

加
を

推
進

す
る

た
め

、
北

九
州

市
障

害
者

芸
術

祭
（
ス

テ
ー

ジ
イ

ベ
ン

ト
、

作
品

展
）
を

開
催

す
る

。

障
害

者
芸

術
文

化
活

動
等

推
進

事
業

8
,1

5
5

の
一

部

障
害

者
芸

術
文

化
活

動
等

推
進

事
業

8
,1

5
5

の
一

部

社
会

参
加

講
座

開
催

事
業

（
障

害
者

福
祉

会
館

の
指

定
管

理
事

業
の

一
部

）

保
健

福
祉

局
障

害
福

祉
企

画
課

日
本

語
教

育
体

制
整

備
事

業
企

画
調

整
局

国
際

政
策

課

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
教

室
等

開
催

事
業

保
健

福
祉

局
障

害
福

祉
企

画
課

北
九

州
市

障
害

者
芸

術
祭

保
健

福
祉

局
障

害
福

祉
企

画
課

1
8

1
9

　
引

き
続

き
、

障
害

の
あ

る
人

の
自

立
の

援
助

や
生

き
が

い
を

高
め

る
講

座
を

開
催

し
て

い
く
。

令
和

４
年

度
は

、
会

場
参

加
に

加
え

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
参

加
が

可
能

な
講

座
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
講

座
参

加
者

数
の

増
加

を
図

る
。

　
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

や
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

協
会

を
中

心
に

、
地

域
で

の
活

動
を

支
援

し
て

い
く
と

と
も

に
、

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

注
目

さ
れ

た
種

目
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

た
共

生
社

会
の

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
。

　
地

域
日

本
語

教
室

と
の

連
携

を
強

化
し

、
ま

た
教

室
の

状
況

や
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

支
援

を
行

っ
て

い
く
た

め
、

助
成

制
度

の
見

直
し

や
、

教
室

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

向
け

研
修

の
実

施
・
教

室
と

の
意

見
交

換
会

等
を

実
施

し
た

。

　
芸

術
文

化
応

援
セ

ン
タ

ー
（
東

部
障

害
者

福
祉

会
館

内
）
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
め

、
事

業
の

周
知

等
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

連
す

る
イ

ベ
ン

ト
（
ふ

れ
あ

い
フ

ェ
ス

タ
）
と

の
一

体
的

な
開

催
を

継
続

し
、

魅
力

的
な

イ
ベ

ン
ト

内
容

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
参

加
者

数
・
来

場
者

数
の

更
な

る
拡

大
を

図
る

。

（
続

き
）

②
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

や
  

多
様

性
に

応
じ

た
学

  
習

 機
会

の
提

供
・

  
充

実

1
5

1
6

1
7

4
柱

１



R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

事
務

事
業

所
管

課
令

和
４

年
度

に
向

け
て

強
化

・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策
概

要
（
目

的
）

番
号

③
現

代
的

・
社

会
的

な
  

 課
題

の
解

決
に

向
  

 け
た

学
習

機
会

の
提

  
 供

・
充

実
11

,0
7
4

の
一

部

≪
目

的
≫

　
人

権
問

題
に

関
す

る
市

民
の

正
し

い
理

解
と

認
識

を
深

め
る

た
め

、
市

民
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
人

権
学

習
を

推
進

す
る

。

12
,6

9
3

の
一

部

≪
目

的
≫

　
企

業
等

の
事

業
者

に
対

し
て

、
仕

事
と

子
育

て
等

と
の

両
立

へ
の

理
解

促
進

や
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り

を
働

き
か

け
る

。
ま

た
、

毎
年

11
月

を
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
月

間
と

し
、

そ
の

意
義

や
必

要
性

を
企

業
等

事
業

者
や

市
民

に
周

知
す

る
。

6
,5

0
5

7
,4

7
5

31
8

≪
目

的
≫

　
読

書
を

通
し

て
、

子
ど

も
の

豊
か

な
感

性
を

育
む

た
め

、
読

み
聞

か
せ

な
ど

が
行

え
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
を

図
る

。
33

1

≪
目

的
≫

・
D

IG
（
デ

ィ
グ

）
は

、
参

加
者

が
自

分
た

ち
の

住
む

ま
ち

の
地

図
を

囲
み

、
書

き
込

み
を

行
い

な
が

ら
議

論
す

る
こ

と
で

、
わ

が
ま

ち
に

起
こ

り
う

る
災

害
像

を
よ

り
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

訓
練

。
・
H

U
G

（
ハ

グ
）
は

、
避

難
所

に
見

立
て

た
模

造
紙

や
避

難
者

に
見

立
て

た
カ

ー
ド

な
ど

を
活

用
し

、
参

加
者

が
プ

レ
イ

ヤ
ー

と
な

り
、

避
難

所
で

起
こ

る
様

々
な

出
来

事
に

対
し

て
ゲ

ー
ム

感
覚

で
避

難
所

の
運

営
を

学
ぶ

訓
練

。

96
3

95
5

人
権

市
民

講
座

教
育

委
員

会
企

画
調

整
課

2
0

企
業

や
地

域
等

で
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
の

取
り

組
み

支
援

総
務

局
女

性
活

躍
推

進
課

読
み

聞
か

せ
・
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
教

育
委

員
会

子
ど

も
図

書
館

2
1

2
2

・
D

IG
（
住

民
参

加
型

災
害

図
上

訓
練

）
・
H

U
G

（
避

難
所

運
営

ゲ
ー

ム
）

危
機

管
理

室
危

機
管

理
課

2
3

　
市

民
が

親
し

み
や

す
い

人
権

市
民

講
座

等
を

開
催

で
き

る
よ

う
に

、
題

材
や

学
習

内
容

・
方

法
な

ど
工

夫
を

行
う

。

　
仕

事
と

生
活

の
両

立
が

図
ら

れ
て

い
る

と
感

じ
る

人
の

割
合

が
上

昇
す

る
よ

う
に

、
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
表

彰
の

実
施

や
企

業
へ

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

の
派

遣
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

、
企

業
へ

の
支

援
を

継
続

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
事

業
の

効
果

的
な

P
R

を
図

る
。

ま
た

、
特

に
自

力
で

取
組

を
推

進
し

に
く
い

状
況

に
あ

る
中

小
企

業
を

中
心

に
、

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
係

る
助

成
金

等
の

情
報

提
供

や
社

会
保

険
労

務
士

の
派

遣
な

ど
の

取
組

支
援

を
充

実
さ

せ
る

。

　
読

書
を

す
る

子
ど

も
を

増
や

す
に

は
、

大
人

の
協

力
は

欠
か

せ
な

い
。

子
ど

も
が

読
書

活
動

に
親

し
み

、
読

書
の

大
切

さ
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
力

強
く
支

え
る

大
人

を
増

や
し

、
市

立
図

書
館

や
学

校
な

ど
市

内
で

活
動

し
て

い
る

読
み

聞
か

せ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
読

書
に

係
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
、

連
携

支
援

に
取

り
組

む
。

　
各

区
の

自
治

会
長

会
議

等
で

事
業

説
明

や
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

出
前

講
演

等
の

機
会

を
捉

え
て

、
引

き
続

き
広

く
市

民
に

参
加

を
呼

び
掛

け
る

。
ま

た
、

今
後

も
感

染
防

止
対

策
を

十
分

に
講

じ
た

上
で

、
継

続
的

に
訓

練
を

実
施

し
て

い
く
。

5
柱

１



R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

事
務

事
業

所
管

課
令

和
４

年
度

に
向

け
て

強
化

・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策
概

要
（
目

的
）

番
号

（
４

）
学

び
と

活
動

の
場

づ
く
り

①
学

ん
だ

成
果

を
生

か
  

 す
仕

組
み

②
生

涯
学

習
関

連
施

設
  

 の
整

備

④
生

涯
学

習
実

施
機

関
  

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
  

る
学

習
機

会
の

充
実

≪
目

的
≫

　
行

政
や

大
学

な
ど

様
々

な
学

習
の

場
で

、
学

ん
だ

人
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

、
「
学

ん
だ

成
果

を
活

動
に

活
か

し
た

い
」
と

答
え

た
人

を
、

市
民

セ
ン

タ
ー

や
市

民
活

動
推

進
課

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

て
、

活
動

を
行

っ
て

い
る

団
体

（
自

治
会

・
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
）
へ

と
つ

な
ぐ

事
業

を
実

施
す

る
。

15
0

15
0

≪
目

的
≫

　
各

施
設

の
特

徴
や

専
門

性
を

生
か

し
、

子
供

か
ら

高
齢

者
ま

で
、

年
齢

、
国

籍
、

文
化

、
障

害
の

有
無

を
問

わ
ず

、
若

者
成

長
の

支
援

、
あ

ら
ゆ

る
世

代
の

学
び

の
充

実
、

さ
ま

ざ
ま

な
団

体
の

活
動

支
援

、
す

べ
て

の
市

民
の

交
流

促
進

に
取

り
組

み
、

幅
広

い
人

づ
く
り

を
支

援
す

る
。

3
,8

6
9

3
,6

9
3

≪
目

的
≫

　
生

涯
学

習
市

民
講

座
終

了
後

、
さ

ら
に

継
続

的
な

学
習

を
希

望
す

る
人

々
で

作
ら

れ
た

ク
ラ

ブ
や

自
主

的
な

サ
ー

ク
ル

活
動

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
た

ク
ラ

ブ
活

動
を

支
援

、
促

進
す

る
。

予
算

措
置

な
し

予
算

措
置

な
し

1
7

≪
目

的
≫

  
「
ま

な
び

ネ
ッ

ト
ひ

ま
わ

り
」
の

機
能

で
あ

る
講

師
登

録
及

び
、

講
師

を
依

頼
し

た
い

人
と

登
録

講
師

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

す
る

こ
と

で
「
学

び
」
と

「
活

動
」
の

循
環

を
目

指
す

。

1
7

63
,5

7
0

の
一

部

≪
目

的
≫

入
館

者
の

増
加

に
つ

な
が

る
、

魅
力

あ
る

大
型

特
別

展
を

開
催

し
、

さ
ら

な
る

賑
わ

い
の

創
出

を
図

る
。

52
,6

0
0

の
一

部

≪
目

的
≫

　
美

術
館

に
お

い
て

、
多

彩
で

魅
力

あ
る

展
覧

会
を

開
催

し
、

本
市

の
美

術
・
文

化
の

振
興

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

10
7
,5

4
4

11
8
,5

1
9

学
び

か
ら

活
動

へ
の

仕
組

み
づ

く
り

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

2
4

北
九

州
ひ

と
み

ら
い

プ
レ

イ
ス

の
充

実
（
再

掲
）

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
八

幡
西

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

「
ま

な
び

ネ
ッ

ト
ひ

ま
わ

り
」

（
講

師
登

録
及

び
依

頼
）

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

2
5

2
6

市
民

セ
ン

タ
ー

ク
ラ

ブ
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

生
涯

学
習

課
2
7

美
術

館
企

画
展

充
実

事
業

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
美

術
館

博
物

館
企

画
展

・
特

別
展

充
実

事
業

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
自

然
史

・
歴

史
博

物
館

　
「
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・
ツ

ア
ー

」
事

業
と

連
携

し
、

来
館

者
の

年
齢

層
や

個
人

か
ら

家
族

へ
の

来
館

単
位

の
変

化
に

合
わ

せ
た

企
画

展
を

研
究

し
、

よ
り

効
果

的
な

広
報

P
R

を
行

う
な

ど
、

来
館

者
数

の
増

加
に

つ
な

げ
た

い
。

　
令

和
4
年

度
は

、
よ

り
多

く
の

活
動

希
望

者
を

活
動

の
場

へ
繋

ぐ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

う
講

座
を

増
や

す
こ

と
や

、
活

動
希

望
者

へ
の

連
絡

、
活

動
の

場
へ

の
案

内
方

法
を

見
直

し
、

よ
り

効
果

的
な

マ
ッ

チ
ン

グ
方

法
を

検
討

す
る

。

　
令

和
4
年

度
で

北
九

州
ひ

と
み

ら
い

プ
レ

イ
ス

は
設

立
10

年
を

迎
え

る
が

、
未

だ
市

民
へ

の
認

知
度

が
十

分
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

11
施

設
の

連
携

事
業

に
よ

り
広

報
活

動
を

行
う

。

　
講

師
登

録
数

を
増

や
す

た
め

、
様

々
な

機
会

を
捉

え
て

周
知

す
る

。

　
コ

ロ
ナ

の
感

染
症

拡
大

等
に

よ
り

、
ク

ラ
ブ

数
も

減
少

し
て

い
る

中
、

生
涯

学
習

市
民

講
座

等
を

受
講

さ
れ

た
方

々
が

そ
の

後
、

ク
ラ

ブ
と

し
て

発
足

す
る

よ
う

事
業

の
充

実
を

図
る

。

  
 開

館
20

周
年

を
む

か
え

、
企

画
展

・
特

別
展

を
拡

充
・

充
実

し
、

集
客

の
向

上
を

図
る

。

2
8

2
9

6
柱
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R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

事
務

事
業

所
管

課
令

和
４

年
度

に
向

け
て

強
化

・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
具

体
的

な
施

策
概

要
（
目

的
）

番
号

56
7
,5

7
8

（
続

き
）

②
生

涯
学

習
関

連
施

設
  

 の
整

備

【
新

規
】

折
尾

ま
ち

づ
く
り

記
念

館
の

整
備

・
充

実

建
築

都
市

局
事

業
調

整
課

≪
目

的
≫

　
折

尾
の

ま
ち

づ
く
り

の
歴

史
に

関
す

る
情

報
の

収
集

及
び

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

住
民

等
の

交
流

及
び

自
主

的
活

動
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

折
尾

の
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

(2
13

,3
40

)
17

,5
1
0

　
折

尾
ま

ち
づ

く
り

記
念

館
は

、
折

尾
駅

の
高

架
下

に
八

幡
図

書
館

折
尾

分
館

と
合

築
し

た
複

合
公

共
施

設
（
オ

リ
オ

ン
テ

ラ
ス

）
と

し
て

整
備

を
進

め
て

お
り

、
令

和
４

年
５

月
２

８
日

に
開

館
す

る
。

【
新

規
】

平
和

の
ま

ち
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
の

運
営

総
務

局
平

和
の

ま
ち

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

≪
目

的
≫

　
戦

争
被

害
、

戦
時

下
の

人
々

の
暮

ら
し

等
に

関
す

る
資

料
の

収
集

、
保

存
、

展
示

等
を

行
う

こ
と

等
に

よ
り

、
戦

争
の

悲
惨

さ
を

伝
え

、
も

っ
て

市
民

が
平

和
の

大
切

さ
や

命
の

尊
さ

を
考

え
る

き
っ

か
け

と
す

る
。

42
,0

0
0

　
令

和
４

年
４

月
19

日
開

館
。

平
和

の
大

切
さ

、
命

の
尊

さ
を

考
え

る
き

っ
か

け
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
幅

広
い

世
代

が
訪

れ
る

よ
う

、
近

隣
の

歴
史

・
文

化
施

設
等

を
見

学
す

る
周

遊
コ

ー
ス

づ
く
り

や
他

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
施

設
等

と
連

携
し

た
共

同
展

示
等

の
取

組
を

実
施

す
る

。

【
新

規
】

北
九

州
市

科
学

館
ス

ペ
ー

ス
L
A

B
O

運
営

経
費

子
ど

も
家

庭
局

青
少

年
課

≪
目

的
≫

　
北

九
州

市
科

学
館

ス
ペ

ー
ス

L
A

B
O

を
魅

力
あ

る
施

設
と

し
て

運
営

す
る

こ
と

に
よ

り
、

将
来

を
担

う
技

術
系

人
材

の
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
修

学
旅

行
生

や
観

光
客

を
呼

び
込

む
こ

と
で

、
東

田
地

区
全

体
の

賑
わ

い
に

寄
与

す
る

も
の

。

（3
2
,7

2
0

の
一

部
）

　
令

和
４

年
４

月
２

８
日

開
館

。
利

便
性

の
高

い
立

地
や

博
物

館
群

・
商

業
施

設
の

あ
る

周
辺

環
境

を
活

か
し

、
子

ど
も

た
ち

を
中

心
と

す
る

全
世

代
を

対
象

と
し

た
賑

わ
い

を
創

出
す

る
魅

力
あ

る
施

設
と

し
て

、
様

々
な

事
業

や
企

画
を

実
施

す
る

。

3
0

3
1

3
2

7
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施
策

の
柱

２
　

「
学

び
」
と

「
活

動
」
に

よ
る

人
づ

く
り

①
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

　
発

掘
・
育

成

（
1
）
「学

び
」
と

「
活

動
」
を

通
し

　
　

た
人

材
の

発
掘

・
育

成

具
体

的
な

施
策

概
要

（
目

的
）

R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
番

号

危
機

管
理

室
危

機
管

理
課

事
務

事
業

所
管

課

1
8
7,

4
0
8

の
一

部
1
8
7,

4
0
8

の
一

部

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

み
ん

な
 d

e
 B

o
u
sa

i 
ま

ち
づ

く
り

人
材

育
成

事
業

年
長

者
研

修
大

学
校

(周
望

学
舎

・
穴

生
学

舎
)（

再
掲

）

　
事

業
を

継
続

し
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

、
健

康
づ

く
り

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

高
齢

者
の

学
習

機
会

の
提

供
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
修

了
生

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
促

進
を

目
指

す
。

保
健

福
祉

局
長

寿
社

会
対

策
課

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

促
進

事
業

　
地

域
の

課
題

解
決

の
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
地

域
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

連
携

を
強

化
す

る
。

保
健

福
祉

局
地

域
福

祉
推

進
課

保
健

福
祉

局
地

域
福

祉
推

進
課

社
会

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

大
学

校
運

営
事

業

　
協

議
隊

の
活

動
に

直
結

す
る

ふ
く
し

の
ま

ち
づ

く
り

講
座

の
拡

充
や

地
域

生
活

支
援

活
動

に
携

わ
る

方
々

に
向

け
た

研
修

の
充

実
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

の
開

催
を

予
定

。

子
育

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

≪
目

的
≫

　
子

育
て

中
の

親
子

を
温

か
く
迎

え
入

れ
、

身
近

な
相

談
相

手
に

な
る

と
と

も
に

、
親

子
同

士
を

つ
な

ぎ
、

親
子

の
成

長
を

地
域

で
見

守
る

環
境

づ
く
り

の
た

め
、

「
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
」
を

育
成

す
る

。

6
6
6

5
9
8

  
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
者

数
の

増
加

及
び

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
の

内
容

の
充

実
を

図
る

。
　

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

後
、

実
際

の
活

動
に

つ
な

が
る

よ
う

、
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
が

活
躍

で
き

る
講

座
を

開
講

す
る

な
ど

、
活

動
の

充
実

を
図

る
。

≪
目

的
≫

  
大

学
と

協
働

し
、

防
災

科
目

を
新

設
す

る
な

ど
、

市
内

の
大

学
生

を
対

象
に

、
防

災
教

育
を

実
施

し
、

学
生

自
身

が
災

害
時

に
主

体
的

に
判

断
し

行
動

で
き

る
知

識
を

身
に

つ
け

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
い

て
新

た
な

地
域

防
災

の
担

い
手

と
し

て
活

動
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

1
,1

0
9

1
,2

6
3

　
対

面
で

の
授

業
に

加
え

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

ラ
イ

ブ
配

信
や

ア
ー

カ
イ

ブ
配

信
を

行
い

、
学

生
に

多
様

な
学

習
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
引

き
続

き
地

域
防

災
を

担
う

人
材

の
育

成
と

発
掘

を
行

う
。

3
1
,3

8
1

≪
目

的
≫

　
地

域
福

祉
の

振
興

を
図

る
た

め
、

北
九

州
市

社
会

福
祉

協
議

会
が

実
施

し
て

い
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

活
動

支
援

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

情
報

収
集

・
発

信
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
促

進
事

業
に

対
し

て
補

助
し

て
い

る
。

≪
目

的
≫

　
地

域
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
研

修
内

容
の

充
実

、
研

修
機

会
の

拡
大

に
努

め
、

地
域

福
祉

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

担
う

人
材

の
養

成
を

行
う

。

3
1
,3

8
1

≪
目

的
≫

　
高

齢
者

に
対

し
て

教
養

、
健

康
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
の

研
修

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

、
健

康
づ

く
り

及
び

社
会

活
動

の
促

進
を

図
る

。
修

了
生

の
組

織
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
実

施
す

る
。

3
4
,9

0
4

3
4
,9

0
4

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

8
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具
体

的
な

施
策

概
要

（
目

的
）

R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
番

号
事

務
事

業
所

管
課

②
地

域
リ

ー
ダ

ー
の

  
 発

掘
・
育

成

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー

　
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

リ
ー

ダ
ー

育
成

の
た

め
、

引
き

続
き

内
容

の
充

実
に

努
め

る
。

ま
た

、
昨

年
度

、
宿

泊
研

修
を

行
わ

な
か

っ
た

こ
と

で
、

応
募

者
数

が
増

加
し

た
こ

と
か

ら
、

実
施

形
態

を
検

討
し

た
い

。

　
令

和
4
年

度
は

ま
ち

づ
く
り

に
関

す
る

講
義

を
加

え
、

講
義

内
容

の
よ

り
一

層
の

充
実

を
図

る
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

生
涯

学
習

課

女
性

リ
ー

ダ
ー

国
内

研
修

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
地

域
振

興
課

住
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

の
促

進

　
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

の
地

域
団

体
に

地
域

の
課

題
解

決
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
頂

く
た

め
、

ま
ち

づ
く
り

専
門

家
派

遣
制

度
の

活
用

な
ど

、
地

域
の

実
情

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

の
地

域
団

体
と

連
携

し
て

市
民

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

地
域

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

生
涯

学
習

指
導

者
育

成
セ

ミ
ナ

ー

≪
目

的
≫

　
地

域
課

題
に

対
す

る
地

域
福

祉
活

動
、

ま
ち

づ
く
り

推
進

活
動

、
子

育
て

活
動

な
ど

に
総

合
的

に
取

り
組

め
る

、
生

涯
学

習
を

推
進

す
る

た
め

の
人

材
育

成
を

目
指

す
。

7
5
0

保
健

福
祉

局
認

知
症

支
援

・
介

護
予

防
セ

ン
タ

ー

健
康

づ
く
り

推
進

員
養

成
・
活

動
支

援
事

業

　
感

染
症

対
策

を
行

い
、

養
成

研
修

や
健

康
づ

く
り

・
介

護
予

防
活

動
が

安
全

に
継

続
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

今
年

度
は

感
染

症
拡

大
に

よ
る

健
康

二
次

被
害

や
フ

レ
イ

ル
、

高
血

圧
予

防
に

関
す

る
活

動
を

強
化

し
て

い
く
。

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー
地

域
力

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー

　
地

域
で

活
躍

す
る

人
材

育
成

の
た

め
、

引
き

続
き

内
容

の
向

上
に

努
め

る
。

ま
た

、
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
等

幅
広

く
成

果
を

共
有

す
る

た
め

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
報

告
会

の
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

実
施

を
検

討
す

る
。

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
市

民
活

動
推

進
課

　
今

後
も

市
民

活
動

の
裾

野
を

広
げ

る
た

め
、

市
民

に
対

し
活

動
の

き
っ

か
け

づ
く
り

と
な

る
セ

ミ
ナ

ー
や

講
演

会
等

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

N
P

O
・
市

民
活

動
促

進
事

業

4
,4

3
8

の
一

部

≪
目

的
≫

　
地

域
へ

の
帰

属
感

や
連

帯
感

を
共

有
で

き
、

学
ん

だ
成

果
を

地
域

で
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
的

と
し

て
お

り
、

受
講

生
が

自
ら

学
習

し
、

主
体

的
に

関
わ

る
こ

と
で

地
域

づ
く
り

を
実

践
的

に
学

ぶ
講

座
と

な
っ

て
い

る
。

4
,7

1
0

の
一

部

≪
目

的
≫

　
市

民
主

体
の

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

市
民

活
動

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
て

、
N

P
O

・
市

民
活

動
や

協
働

等
に

関
す

る
相

談
・
助

言
、

情
報

提
供

、
講

座
の

開
催

、
N

P
O

法
人

設
立

・
運

営
支

援
な

ど
を

行
う

。

2
,4

8
0

≪
目

的
≫

　
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

重
要

性
の

理
解

促
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
各

種
事

業
を

通
じ

て
、

住
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

を
促

進
す

る
。

1
,5

8
0

≪
目

的
≫

　
市

内
で

活
動

し
て

い
る

女
性

や
学

習
グ

ル
ー

プ
の

リ
ー

ダ
ー

、
今

後
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
動

し
よ

う
と

す
る

意
欲

の
あ

る
人

を
先

進
他

都
市

等
に

派
遣

し
、

生
涯

学
習

活
動

に
必

要
な

専
門

的
知

識
や

技
術

に
つ

い
て

の
学

習
を

深
め

、
地

域
活

動
の

中
心

と
な

る
人

材
の

育
成

及
び

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

6
3
6

3
8

3
9 4
0

4
1

4
2

4
3

4
,0

2
4

の
一

部

7
5
0

≪
目

的
≫

　
市

民
主

体
の

健
康

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

に
お

け
る

健
康

づ
く
り

活
動

の
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
行

う
。

5
1
6

1
7
,7

0
9

1
7
,4

3
4

4
,0

2
4

の
一

部

9
柱
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具
体

的
な

施
策

概
要

（
目

的
）

R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定
番

号
事

務
事

業
所

管
課

①
「
学

び
」
と

「
活

動
」
を

　
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

　
人

材
の

発
掘

・
育

成

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
（
地

域
学

校
協

働
活

動
事

業
）

　
国

型
・
市

型
学

校
運

営
協

議
会

と
地

域
協

働
活

動
に

つ
い

て
説

明
し

た
動

画
を

作
成

し
た

。
今

後
は

、
こ

の
資

料
を

活
用

し
て

広
く
周

知
し

て
い

く
。

ま
た

、
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

へ
の

研
修

を
行

い
、

地
域

と
学

校
の

パ
イ

プ
役

と
し

て
地

域
学

校
協

働
活

動
を

推
進

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

教
育

委
員

会
学

校
教

育
課

  
生

涯
学

習
推

進
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
の

意
義

、
効

果
に

加
え

、
人

材
の

見
つ

け
方

な
ど

を
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
に

社
会

教
育

主
事

等
が

助
言

し
な

が
ら

、
配

置
割

合
の

増
加

に
向

け
取

り
組

む
。

ま
た

、
生

涯
学

習
推

進
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

地
域

の
人

材
と

し
て

育
成

す
る

た
め

の
研

修
を

実
施

し
、

研
修

で
学

ん
だ

内
容

を
実

践
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

に
支

援
を

行
う

。

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

社
会

教
育

・
生

涯
学

習
関

係
職

員
研

修
の

充
実

　
研

修
の

中
で

、
社

会
教

育
・
生

涯
学

習
事

業
に

関
す

る
事

例
発

表
や

市
民

セ
ン

タ
ー

の
館

長
同

士
、

職
員

同
士

の
情

報
交

換
を

行
う

機
会

を
設

け
る

。

生
涯

学
習

推
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

配
置

事
業

6
,6

8
6

≪
目

的
≫

　
全

市
の

生
涯

学
習

推
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
一

堂
に

会
し

、
意

見
交

換
や

情
報

交
換

を
行

い
、

交
流

を
深

め
る

こ
と

で
、

よ
り

地
域

の
学

び
と

活
動

を
活

性
化

す
る

専
門

人
材

と
な

る
よ

う
研

修
会

を
実

施
す

る
。

≪
目

的
≫

　
社

会
教

育
施

設
や

市
民

セ
ン

タ
ー

、
地

域
に

お
け

る
学

習
・
交

流
の

機
会

の
提

供
は

、
現

代
的

・
社

会
的

課
題

の
解

決
に

向
け

て
ま

す
ま

す
重

要
に

な
っ

て
く
る

。
　

今
後

も
こ

れ
ら

の
施

設
で

、
多

様
か

つ
有

効
な

生
涯

学
習

事
業

等
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
関

係
す

る
職

員
等

の
研

修
の

充
実

を
図

る
。

［
生

涯
学

習
課

］
6
1
7

の
一

部

［
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー
］

1
0
0

（
2
）
「学

び
」
と

「
活

動
」
を

つ
な

  
  

  
ぐ

人
材

の
発

掘
・
育

成

［
生

涯
学

習
課

］
5
3
2

6
,9

6
9

4
4

4
5

4
6

4
8
,9

0
0

の
一

部

≪
目

的
≫

　
地

域
等

と
学

校
と

の
パ

イ
プ

役
と

し
て

、
学

校
の

要
望

に
応

じ
て

、
ス

ク
ー

ル
ヘ

ル
パ

ー
等

の
人

材
を

発
掘

し
、

「
地

域
学

校
協

働
活

動
」
を

推
進

す
る

。

5
9
，

6
7
3

の
一

部

10
柱

２



施
策

の
柱

３
　

「
学

び
」
と

「
活

動
」
に

よ
る

つ
な

が
り

づ
く
り

①
「
学

び
」
と

「
活

動
」
を

　
き

っ
か

け
に

し
た

仲
間

　
づ

く
り

（
１

）
「
学

び
」
と

「
活

動
」
に

  
  

  
よ

る
仲

間
づ

く
り

　
子

ど
も

や
家

庭
を

取
り

巻
く
環

境
が

大
き

く
変

化
し

て
い

る
中

で
、

家
庭

教
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
市

民
セ

ン
タ

ー
が

主
体

と
な

っ
て

家
庭

教
育

学
級

を
実

施
・
運

営
し

て
い

く
方

法
等

に
つ

い
て

、
関

係
者

か
ら

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
家

庭
教

育
学

級
が

実
施

で
き

る
よ

う
環

境
整

備
を

図
る

。
　

家
庭

教
育

学
級

に
参

加
で

き
な

い
保

護
者

へ
の

取
組

と
し

て
、

引
き

続
き

、
家

庭
教

育
力

の
向

上
や

子
育

て
支

援
に

つ
な

が
る

動
画

等
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

配
信

し
、

情
報

提
供

を
行

う
。

R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

番
号

事
務

事
業

所
管

課
概

要
（
目

的
）

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

学
校

教
育

と
の

関
連

を
深

  
め

、
よ

り
一

層
の

支
援

の
推

進
を

図
る

。

・
記

念
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
や

研
修

対
象

の
拡

充
等

 の
集

客
・
誘

致
に

資
す

る
活

動
の

充
実

を
図

る
。

　
伝

統
文

化
の

発
掘

や
継

承
の

た
め

、
今

後
も

引
き

続
き

文
化

財
保

護
団

体
の

活
動

の
強

化
を

資
す

る
補

助
制

度
を

継
続

し
て

い
く
。

　
文

化
財

の
指

定
、

保
存

管
理

、
購

入
及

び
埋

蔵
文

化
財

の
発

掘
調

査
を

実
施

し
、

市
内

の
文

化
財

を
保

護
・
活

用
し

て
い

く
。

　
引

き
続

き
、

家
庭

・
地

域
・
学

校
等

が
連

携
し

た
、

世
代

間
交

流
や

様
々

な
体

験
活

動
の

機
会

等
を

提
供

し
て

い
く
。

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

や
ウ

ェ
ブ

動
画

を
活

用
し

た
事

業
を

実
施

す
る

な
ど

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
事

業
が

実
施

で
き

る
工

夫
し

た
取

り
組

み
事

例
を

、
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
に

紹
介

す
る

。

伝
統

文
化

の
発

掘
・
継

承
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

文
化

企
画

課

文
化

財
の

保
存

・
継

承
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

文
化

企
画

課

博
物

館
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
事

業
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

自
然

史
・
歴

史
博

物
館

地
域

・
子

ど
も

交
流

事
業

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

≪
目

的
≫

　
地

域
の

特
色

を
活

か
し

、
地

域
ぐ

る
み

で
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
意

識
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

に
家

庭
・

地
域

・
学

校
等

が
連

携
し

て
、

世
代

間
交

流
や

様
々

な
体

験
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
。

1
0
,0

5
5

の
一

部

家
庭

教
育

学
級

の
充

実
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

生
涯

学
習

課

≪
目

的
≫

　
家

庭
の

教
育

力
の

向
上

を
め

ざ
し

、
保

護
者

が
家

庭
で

子
ど

も
の

教
育

を
す

る
心

構
え

や
、

子
ど

も
と

の
接

し
方

、
教

育
上

の
留

意
点

な
ど

を
相

互
学

習
の

中
で

主
体

的
に

学
習

す
る

場
と

し
て

開
設

す
る

。

3
,4

0
1

3
,3

6
2

1
,2

0
2

≪
目

的
≫

　
指

定
無

形
民

俗
文

化
財

保
存

団
体

の
継

承
・
保

存
活

動
を

育
成

・
支

援
す

る
。

1
,1

2
7

の
一

部
1
,1

2
7

の
一

部

≪
目

的
≫

　
文

化
財

の
指

定
等

に
か

か
る

諮
問

機
関

の
運

営
等

、
文

化
財

の
保

護
、

適
切

な
管

理
の

た
め

の
取

組
み

を
推

進
す

る
。

4
,2

0
0

6
,4

0
0

1
,1

4
3

≪
目

的
≫

い
の

ち
の

た
び

博
物

館
を

「
第

2
の

学
校

（
教

室
）
」
と

位
置

づ
け

、
博

物
館

へ
の

誘
致

事
業

・
学

校
教

育
支

援
事

業
・
家

庭
教

育
支

援
事

業
の

3
つ

の
柱

を
か

か
げ

、
学

校
教

育
現

場
と

博
物

館
の

結
び

つ
き

の
強

化
を

図
る

。

9
,7

8
4

の
一

部

（
２

）
つ

な
が

り
か

ら
生

ま
れ

  
  

  
  
る

地
域

へ
の

愛
着

・
  

  
  

  
誇

り

①
シ

ビ
ッ

ク
プ

ラ
イ

ド
の

  
  
醸

成
（
地

域
文

化
、

  
 生

涯
ス

ポ
ー

ツ
）

4
7

4
8 4
9

5
0

5
1

具
体

的
な

施
策

11
柱

３



R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

番
号

事
務

事
業

所
管

課
概

要
（
目

的
）

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

具
体

的
な

施
策

①
家

庭
教

育
支

援
の

  
 充

実

（
３

）
学

校
と

家
庭

・
地

域
が

　
　

 つ
な

が
る

教
育

力
の

  
  

  
  

 向
上

　
子

ど
も

や
家

庭
を

取
り

巻
く
環

境
が

大
き

く
変

化
し

て
い

る
中

で
、

家
庭

教
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
市

民
セ

ン
タ

ー
が

主
体

と
な

っ
て

家
庭

教
育

学
級

を
実

施
・
運

営
し

て
い

く
方

法
等

に
つ

い
て

、
関

係
者

か
ら

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
家

庭
教

育
学

級
が

実
施

で
き

る
よ

う
環

境
整

備
を

図
る

。
　

家
庭

教
育

学
級

に
参

加
で

き
な

い
保

護
者

へ
の

取
組

と
し

て
、

引
き

続
き

、
家

庭
教

育
力

の
向

上
や

子
育

て
支

援
に

つ
な

が
る

動
画

等
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

配
信

し
、

情
報

提
供

を
行

う
。

家
庭

教
育

学
級

の
充

実
（
再

掲
）

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

≪
目

的
≫

　
家

庭
の

教
育

力
の

向
上

を
め

ざ
し

、
保

護
者

が
家

庭
で

子
ど

も
の

教
育

を
す

る
心

構
え

や
、

子
ど

も
と

の
接

し
方

、
教

育
上

の
留

意
点

な
ど

を
相

互
学

習
の

中
で

主
体

的
に

学
習

す
る

場
と

し
て

開
設

す
る

。

3
,4

0
1

3
,3

6
2

  
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
予

防
対

策
を

徹
底

し
つ

つ
、

市
民

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
き

っ
か

け
作

り
を

実
施

す
る

。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
、

安
全

・
安

心
な

交
流

事
業

や
勉

強
会

を
実

施
す

る
。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
予

防
対

策
を

徹
底

し
、

安
心

・
安

全
な

実
施

を
目

指
す

と
と

も
に

、
積

極
的

な
広

報
を

行
い

、
認

知
度

の
向

上
を

図
る

。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
、

安
全

・
安

心
な

各
種

交
流

大
会

を
実

施
す

る
。

北
九

州
マ

ラ
ソ

ン
開

催
事

業
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

育
成

・
支

援
事

業
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

≪
目

的
≫

　
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

や
ま

ち
の

に
ぎ

わ
い

づ
く
り

を
図

る
た

め
、

1
万

人
規

模
の

マ
ラ

ソ
ン

大
会

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
全

国
か

ら
参

加
す

る
ラ

ン
ナ

ー
等

へ
の

食
の

お
も

て
な

し
や

コ
ー

ス
沿

い
に

位
置

す
る

観
光

資
源

を
通

し
て

、
本

市
の

魅
力

を
Ｐ

Ｒ
し

、
シ

ビ
ッ

ク
プ

ラ
イ

ド
の

醸
成

を
図

る
。

8
8
,5

4
3

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

推
進

事
業

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

（
旧

地
域

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

)

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

≪
目

的
≫

　
各

区
に

お
け

る
地

域
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

振
興

を
図

る
た

め
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
用

具
の

整
備

及
び

各
種

交
流

大
会

を
実

施
す

る
。

8
8
,5

4
3

1
6
,6

0
2

≪
目

的
≫

　
子

ど
も

た
ち

を
は

じ
め

地
域

の
住

民
が

誰
で

も
、

ど
こ

で
も

、
い

つ
で

も
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

総
合

型
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

へ
の

育
成

・
支

援
を

行
う

。

2
,6

0
0

1
6
,5

0
6

2
,6

0
0

≪
目

的
≫

　
本

市
を

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

・
準

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

と
す

る
、

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

市
民

観
戦

事
業

や
体

験
教

室
の

開
催

な
ど

、
市

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

き
っ

か
け

作
り

を
実

施
。

6
8
,0

0
0

の
一

部
6
8
,0

0
0

の
一

部

（
続

き
）

①
シ

ビ
ッ

ク
プ

ラ
イ

ド
の

  
  
醸

成
（
地

域
文

化
、

  
 生

涯
ス

ポ
ー

ツ
）

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

12
柱
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R
3
年

度
予

算
額

（
千

円
）

番
号

事
務

事
業

所
管

課
概

要
（
目

的
）

令
和

４
年

度
に

向
け

て
強

化
・
見

直
し

た
内

容
ま

た
は

令
和

４
年

度
の

取
組

み
予

定

R
4
年

度
予

算
額

（
千

円
）

具
体

的
な

施
策

②
家

庭
・
地

域
・
学

校
  

の
連

携
促

進

9
,7

8
4

の
一

部

③
地

域
に

お
け

る
子

ど
  

も
た

ち
の

発
達

・
育

成
  

を
促

す
環

境
づ

く
り

と
  

体
験

活
動

の
推

進

1
0
,0

5
5

の
一

部

地
域

学
校

協
働

活
動

事
業

教
育

委
員

会
学

校
教

育
課

≪
目

的
≫

　
多

く
の

幅
広

い
層

の
地

域
住

民
、

団
体

等
が

参
画

し
、

ま
た

、
活

動
を

通
じ

て
地

域
社

会
全

体
の

教
育

力
の

向
上

を
図

り
、

地
域

全
体

で
子

ど
も

た
ち

の
成

長
を

支
え

、
地

域
を

創
生

す
る

活
動

を
推

進
す

る
。

4
8
,9

0
0

の
一

部

　
国

型
・
市

型
学

校
運

営
協

議
会

と
地

域
協

働
活

動
に

つ
い

て
説

明
し

た
動

画
を

作
成

し
た

。
今

後
は

、
こ

の
資

料
を

活
用

し
て

広
く
周

知
し

て
い

く
。

ま
た

、
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

へ
の

研
修

を
行

い
、

地
域

と
学

校
の

パ
イ

プ
役

と
し

て
地

域
学

校
協

働
活

動
を

推
進

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

地
域

で
育

も
う

「
未

来
の

種
」

事
業

～
市

民
太

陽
光

発
電

所
・
市

民
還

元
事

業
～

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

 　
市

民
セ

ン
タ

ー
を

主
体

と
し

て
、

地
域

全
体

で
子

ど
も

た
ち

の
健

全
な

発
達

・
育

成
を

促
す

講
座

や
活

動
に

取
組

ん
で

い
る

が
、

高
齢

化
等

に
よ

り
地

域
だ

け
で

継
続

的
な

活
動

を
行

う
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

子
育

て
支

援
団

体
、

N
P

O
法

人
、

企
業

な
ど

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、

ま
た

、
今

ま
で

に
な

い
新

た
な

発
想

を
取

り
入

れ
、

よ
り

充
実

し
た

世
代

間
交

流
や

体
験

活
動

を
実

施
す

る
。

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
活

用
し

、
定

期
的

な
募

集
以

外
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

様
々

な
機

会
を

利
用

し
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
活

動
内

容
を

P
R

し
、

募
集

依
頼

の
増

加
を

図
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
み

に
よ

っ
て

、
多

く
の

青
少

年
に

様
々

な
活

動
の

場
を

与
え

る
。

ま
た

、
北

九
州

市
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

イ
ベ

ン
ト

等
に

積
極

的
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
派

遣
す

る
。

　
活

動
の

場
を

広
げ

て
様

々
な

分
野

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

　
引

き
続

き
、

家
庭

・
地

域
・
学

校
等

が
連

携
し

た
、

世
代

間
交

流
や

様
々

な
体

験
活

動
の

機
会

等
を

提
供

し
て

い
く
。

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

や
ウ

ェ
ブ

動
画

を
活

用
し

た
事

業
を

実
施

す
る

な
ど

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
事

業
が

実
施

で
き

る
工

夫
し

た
取

り
組

み
事

例
を

、
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
に

紹
介

す
る

。

　
国

型
・
市

型
学

校
運

営
協

議
会

の
運

営
に

つ
い

て
示

す
プ

レ
ゼ

ン
動

画
資

料
を

作
成

し
た

。
こ

の
資

料
を

活
用

し
て

広
く
周

知
を

図
り

、
円

滑
な

運
営

を
進

め
て

い
く
。

　
新

た
な

テ
ー

マ
を

追
加

し
、

家
庭

教
育

力
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
　

家
庭

な
ど

に
課

題
を

抱
え

、
子

育
て

支
援

が
必

要
な

よ
り

多
く
の

保
護

者
へ

情
報

が
届

く
よ

う
、

Ｐ
Ｒ

方
法

に
力

を
い

れ
る

。

≪
目

的
≫

　
青

少
年

の
成

長
に

欠
か

す
こ

と
の

で
き

な
い

様
々

な
体

験
活

動
等

を
通

じ
、

青
少

年
が

社
会

の
構

成
員

と
し

て
規

範
意

識
や

社
会

性
、

協
調

性
等

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
青

少
年

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
拠

点
に

、
青

少
年

の
体

験
活

動
を

支
援

、
促

進
す

る
。

1
,5

3
3

1
,5

2
3

5
9
，

6
7
3

の
一

部

地
域

・
子

ど
も

交
流

事
業

（
再

掲
）

青
少

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
事

業
子

ど
も

家
庭

局
青

少
年

課

市
民

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
生

涯
学

習
課

≪
目

的
≫

　
地

域
の

特
色

を
活

か
し

、
地

域
ぐ

る
み

で
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
意

識
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

に
家

庭
・

地
域

・
学

校
等

が
連

携
し

て
、

世
代

間
交

流
や

様
々

な
体

験
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
。

6
2

6
1

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
事

業
教

育
委

員
会

学
校

教
育

課

親
力

ア
ッ

プ
情

報
発

信
市

民
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

生
涯

学
習

課

≪
目

的
≫

　
地

域
づ

く
り

の
未

来
の

担
い

手
で

あ
る

子
ど

も
た

ち
の

健
全

な
発

達
・
育

成
に

向
け

て
、

市
民

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
っ

て
、

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
な

ど
の

地
域

団
体

、
子

育
て

支
援

団
体

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
企

業
な

ど
と

協
働

で
、

世
代

間
交

流
・
体

験
活

動
を

実
施

す
る

。

2
,0

0
0

3
,0

0
0

≪
目

的
≫

　
学

校
運

営
及

び
学

校
運

営
に

必
要

な
支

援
に

関
し

て
協

議
す

る
「
学

校
運

営
協

議
会

」
を

設
置

、
地

域
住

民
が

学
校

運
営

へ
の

参
画

を
促

進
し

、
学

校
と

地
域

と
の

連
携

を
促

進
し

、
「
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
づ

く
り

」
を

進
め

る
。

1
,1

9
0

5
9
,6

7
3

4
8
,9

0
0

≪
目

的
≫

　
核

家
族

化
や

共
働

き
世

帯
な

ど
、

子
ど

も
や

家
庭

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
合

わ
せ

て
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

家
庭

教
育

の
役

立
つ

情
報

が
得

ら
れ

る
よ

う
、

子
育

て
支

援
に

つ
な

が
る

情
報

提
供

を
行

う
。

8
2
8

5
7

5
8

5
9

6
0

13
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令和４年度 

社会教育関係団体補助金について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 



 



令和４年度社会教育関係団体補助金一覧表

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

800 0

補助対象の

事業内容（概要）

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

1,400 0

・機関紙発行事業【１，１００千円】

補助対象の

事業内容（概要） ・各種研修大会参加補助【３００千円】

団体の活動目的

団体の活動目的

予算額
（千円）

予算額
（千円）

R3年度

800

・機関紙発行事業

・地域婦人会指導者研修事業補助対象事業

１　北九州市婦人会連絡協議会

２　北九州市ＰＴＡ協議会

R3年度

1,400

・機関紙発行事業

・各種研修大会参加事業

  子どもたちの心身の健全な発達を願い、家庭教育学級や学年・学級活動
などに主体的に参画することを通して、自らが進んで実践する生涯学習活
動に取り組んでいる。

　広報紙「PTA新聞」を通して、市内のPTAの活動状況を幅広く会員に紹
介し、会員の連帯の輪を広げ、意識の向上を図った。

　PTA全国大会・九州大会への参加に対する補助を行い、PTA活動への
見識を広げ、市内での活動に還元した。

  北九州市各区地域婦人会の発展や安全・安心な地域社会づくりに資す
るための連絡機関であるとともに、その連携協力により共通の目的達成の
ために連絡協議する。

・機関紙発行事業[６００千円]
　団体の活動状況を幅広く会員にアピールし、連帯の環を広げるとともに
意識の向上を図った。
（令和3年度　発行回数：年２回　発行部数：7,000部/1回）

・地域婦人会指導者研修事業[２００千円]
　毎年度、指導者研修会を実施している。令和元年度の研修会「北九州市
のプラスチックごみ対策」の聴講や令和２年度のアンケート調査「学習や実
践活動による日常生活の変化」などを実施した結果、プラスチックごみと
ペットボトルのリサイクルについて再三再四の学習機会が必要という会員
多数の感想を得たため、北九州エコタウンセンターの施設を実施した。

補助対象事業

1

資料２



団体名

R4年度 比較（R4-R3)

2,500 0

補助対象の

事業内容（概要）

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

1,400 300

補助対象の

事業内容（概要）

団体の活動目的

補助対象事業

団体の活動目的

補助対象事業

  子どもたちに生きる力と輝きを育み、体験を通して感動が生まれ、輝く夢
を与える活動を行う。

・北九州市子ども会連合会事業

  地域における青少年の健全育成を推進するため、青少年団体の運営や
活動に対して補助金を交付し支援を行う。

R3年度

予算額
（千円）

予算額
（千円）

３　北九州市子ども会連合会

４　日本ボーイスカウト福岡県連盟

R3年度

2,500

1,100

  自立心や責任感、リーダーシップなど、子どもたちが「生きていく力」を身
に着けることができる貴重な体験の場である野外活動や奉仕活動などを通
じて、青少年を育成をすること。

・日本ボーイスカウト北九州地区協議会事業

  地域における青少年の健全育成を推進するため、青少年団体の運営や
活動に対して補助金を交付し支援を行う。

2



団体名

R4年度 比較（R4-R3)

300 0

補助対象の

事業内容（概要）

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

200 100

補助対象の

事業内容（概要）

・ガールスカウト福岡県北九州地区事業

  地域における青少年の健全育成を推進するため、青少年団体の運営や
活動に対して補助金を交付し支援を行う。

  海洋に親しむ機会を与え、甘えを無くし、責任感のある子の育成を目的と
している。

・海洋少年団事業

  地域における青少年の健全育成を推進するため、青少年団体の運営や
活動に対して補助金を交付し支援を行う。

６　門司海洋少年団

R3年度

100

予算額
（千円）

団体の活動目的

予算額
（千円）

  一人ひとりの育ちをていねいに支え、行動できる力をはぐくむ。

R3年度

300

５　ガールスカウト福岡県北九州地区

補助対象事業

団体の活動目的

補助対象事業

3



団体名

R4年度 比較（R4-R3)

1,000 0

補助対象の

事業内容（概要）

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

409 0

補助対象の

事業内容（概要）

R3年度

1,000

  地域における青少年の健全育成や非行防止活動を推進するため、青少
年団体の運営や活動に対して補助金を交付し支援を行う。

  地域における青少年の健全育成、非行防止のための日常的な活動の
推進。

・校区青少年育成会事業

  地域における青少年の健全育成や非行防止活動を推進するため、青少
年団体の運営や活動に対して補助金を交付し支援を行う。

R3年度

409

７　北九州地区（市）少年補導員連絡協議会

８　校区青少年育成会

  各連絡会の相互連携、少年の非行防止及び保護に関する活動など少年
の健全育成に寄与する。

・北九州地区（市）少年補導員連絡協議会事業

団体の活動目的

補助対象事業

団体の活動目的

補助対象事業

予算額
（千円）

予算額
（千円）

4



団体名

R4年度 比較（R4-R3)

600 0

補助対象の

事業内容（概要）

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

11,800 0

・スポーツ大会の開催及び助成

・スポーツの普及、競技力の向上

補助対象の

事業内容（概要）

  青少年の健全育成（NPO団体等）

・遊びの広場促進事業補助金

  異年齢集団での遊びや自然体験、社会体験活動など、地域での体験活
動、遊びの広場の輪を広げるため、他の団体・グループ活動の参考になる
取組みに対して補助金を交付し活動の支援を行う。

  スポーツを振興して北九州市民の体力向上を図り、健康で明るい市民生
活を確立することを目的とする。

  市民向けのスポーツ教室・健康教室や指導者養成講習会、選手強化講
習会等を実施。

１０　（公財）北九州市スポーツ協会

・スポーツ少年団の指導育成

９　その他青少年育成団体

団体の活動目的

R3年度

11,800

R3年度

600

・スポーツ指導者の養成

・各競技団体の指導育成

予算額
（千円）

予算額
（千円）

補助対象事業

団体の活動目的

補助対象事業

5



団体名

R4年度 比較（R4-R3)

1,000 0

・レクリエーション活動の普及、大会の開催

・レクリエーション指導者の養成

・レクリエーションに関する調査研究

・レクリエーション団体の指導育成

補助対象の

事業内容（概要）

団体名

R4年度 比較（R4-R3)

250 0

・各種スポーツ・レクリエーション行事の企画・立案

・ニュースポーツの普及・振興

補助対象の

事業内容（概要）

  全国レクリエーション活動の先駆者として北九州市のレクリエーションの
啓発・普及・拡大を目的とする。

  市民向けの教室・大会やレク・インストラクター養成講座等を開催。

１１　北九州市レクリエーション協会

  北九州市におけるスポーツの推進やその体制の整備を図ることを目的と
する。

  ニュースポーツ普及のためスポーツ推進委員を対象に座学と実技研修会
を年1回ずつ実施。
  また、活動報告として「スポーツ推進委員だより」を年2回発行。

R3年度

1,000

R3年度

250

１２　北九州市スポーツ推進委員協議会

予算額
（千円）

予算額
（千円）

団体の活動目的

補助対象事業

団体の活動目的

補助対象事業

6



団体名

R4年度 比較（R4-R3)

2,600 0

補助対象の

事業内容（概要）

１３　北九州市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

　市民のスポーツ・レクリエーションの普及・振興を図る活動を支援する。

・総合型地域スポーツクラブ育成・支援事業

　市内の総合型地域スポーツクラブの相互の連絡、研修、質の向上のため
組織された「北九州市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」を通じ、各ク
ラブへの指導者の育成等の支援を行うとともに、各区クラブ間の交流事業
や勉強会等を開催する。

R3年度

2,600

団体の活動目的

補助対象事業

予算額
（千円）

7
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資料３ 



令和 4年 5月 19 日（木） 

 

 

 

 

企救丘市民センター「デジタル化への対応」に関する取組み 

～コロナ禍での地域づくりとコミュニケーションのあり方～ 

 

北九州市立 企救丘市民センター 

                        館長 安倍ゆかり 

 

 

 

１ オンライン講座 

・ZOOM 講座や動画編集講座で学んだスキルを活かし、オンライン講座を開催！ 

① 陶芸講座（令和２年１１月２８日） 

② ズンバ講座（令和２年１２月５日） 

③ 雪印骨カルシウム講座（令和３年１０月２０日） 

 

２ オンラインを使う上での問題点について 

・デジタル・デバイド／情報格差 

 

３ 「2021 おしゃべりするカフェ」 

 ・スマホ講座の開催 

 

４ スマホカフェ（スマホのよろず相談） 

 ・スマホ講座終了後、職員が教えるスマホカフェを開設 

・令和４年４月より毎週水曜日開催 

 

５ その他の取組み 

Youtube やホームページを利用した活動 

 ・多くの人を集められない状況ではあるが、学びや活動を止めない方法を考える 

① 人権地域別研修会 

② 子育て支援・・きくがおかオリジナル絵本を毎月アップ 

 

６ 今後の取り組み・課題 

・デジタル人材育成（学生・シニア世代の地域参加） 

資料３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度第３回会議 

グループワークのまとめ 

（委員意見） 
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令和３年度第3回社会教育委員会議　協議テーマ「事例の良い点（成功要因）について」　委員意見整理

班 講座内容の工夫 目的・課題の共有 館長・リーダーの存在・組織づくり 日常の繋がり

A班

・講座のプログラムを進化させた点
・進める中で組織やマニュアルを見直ししたこと
・やりっぱなしにせず、継続性がある点
・それぞれの事情に応じた避難方法を自分たちで
　検討した

・自然災害の危機意識が高い
・タイムリーに防災に取り組んだ
・情報の共有
・それぞれの事情に応じた避難方法を自分たちで
　検討した（再掲）
・地域の高齢化や町内会の弱体化などの問題が
　取り組みによって活性化している

・自衛組織作りでお助け隊を結成
・「伝達」ができている
・避難困難者の把握から連絡体制づくりへ
・町内会同士の連携
・仕掛けづくり
　各町内ごとの洗い出し、DVD作成（地域住民の
　出演）、訓練などの工夫

・コロナ禍でも（工夫しながら）継続したこと
・地域住民がDVD作成に参加
（出演してくれる人が地域にいること）
・町内会に入ってない人にもDVDを配布

B班

・防災からまちづくりへと取組が拡大している
・地域と市民センターの協力のもと、マニュアル作成
など一人一人が地域の一員として町づくりに携わる
姿勢⇒ボランティア力の活用

・高齢化対策・少子化による共助などタイムリーな課題
に対応している
・地域の課題を考え、課題解決につなげる取り組みに
は関係者の理解が必要

・町内会組織を活性化している点
・若い人の参加のためのきっかけ・ネットワーク
　づくりが必要である
・推進する人材や組織が重要（取組みをアドバイ
　スする人材の存在、予算の確保）
・取組みを広報することが必要（広がりへ繋がる）

・地域との結びつきが重要
・防災の取組みは日ごろのご近所づきあい
　（再認識ができていること）
・多くの人が参加していること
・普段からの仲間づくり

C班
・興味を引く仕掛け・仕組みづくり
　「伝達　連絡方法DVD」に地域住民が出演
　非常食を提供することにより興味をひく仕組み

・アンケート実施し、回答をもとに話し合いをして
　いる点
・「地区Bousai会議」に応募しようというチャレン
　ジ精神

・チャレンジを引っ張るリーダーシップの存在
・お助け隊の結成を作り上げた点（再掲）
・運動を地域に拡大しようとしているところ
・将来をみすえた人材づくりを視点に活動を継続
　しようとしていること

・地域の人達が生き生きと熱心に参加している
・普段からの仲間づくりが重要

A班

・地域の特性を生かした内容
・その時々の時流の中、柔軟に対応したこと
・子どものプログラムでありながら大人も楽しめる
　内容

・その時々の時流の中、柔軟に対応したこと（再掲）
・決めごとをしっかり決めたこと

・事業実施の体制が整うまで館長が待った点
　⇒地域だけでなくほかにも発信し、サポートして
     くれる人を探す
・学生を取り込んだこと

・子どもと大人が地域でつながるということを再認
　識できた
・事業実施の体制が整うまで館長が待った
　⇒地域だけでなくほかにも発信し、サポートしてく
  れる人を探す（再掲）

B班

・プログラム企画の工夫
（段階をつけてプログラミングしていること）
・生活体験、自然体験、社会体験の実施
・大人も楽しむこと
・子どもの自立心を育てる内容
（メンタル・逆境に強い）
・８、９歳の壁への対応

・外遊びの重要性の理解
・皆で趣旨を理解し、ぶれない
・子どもの自立心を養うことにより多世代交流、
　地元の活動まで考えることができていること

・親の理解、企業、地域をまきこんでいくこと
・大人をまきこむこと
・組織作り　小学校とのつながり（保護者の理解）
　⇐自主的に「参加したい！」
・リスクを承知の上、チャレンジ（困難）している
・多くの人たちがつながっていくスタートになって
　いること

・小学校とのつながり
・世代間交流ができている
・近くに施設があったこと

C班 ・未来の宝である子どもを中心に考えている
・職員の一言で実施の決断ができたこと
・未来の宝である子どもを中心に考えている
　（再掲）

・若い人材を上手に取り込んでいる
・職員の一言で実施の決断ができたこと（再掲）
・人材の発掘を大切にしている
・地域での事業実施・関係づくり・地域づくりには
　館長の存在が重要

・小学校の協力を得て、広く募集をかけている
・地域の協力
・多くの人が参加していること

事例　

平
野
市
民
セ
ン
タ
ー

　
地
域
防
災
力
の
向
上

（
危
機
管
理

）

事
例
①

足
原
市
民
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
健
全
育
成
・
体
験
活
動

事
例
②
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デジタル化の現状 

（総務省「通信利用動向調査」より） 
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令和３年度 

市民センターにおける 

デジタル講座一覧 
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男 女

基礎知識・基本操作

スマホとは、どういうものなのか、
どのようなことができるのか習得す
る。

基礎知識・基本操作

スマホとは、どういうものなのか、
どのようなことができるのか習得す
る。

電話・メール・検索活用

スマホの基本機能を習得し、今後の
応用機能へ繋げる。

電話・メール・検索活用

スマホの基本機能を習得し、今後の
応用機能へ繋げる。

電話・メール・検索活用

スマホの基本機能を習得し、今後の
応用機能へ繋げる。

LINEの活用

LINEを用いて、家族・友人・クラブ
間等での情報・連絡方法を習得す
る。

LINEの活用

LINEを用いて、家族・友人・クラブ
間等での情報・連絡方法を習得す
る。

LINEの活用

LINEを用いて、家族・友人・クラブ
間等での情報・連絡方法を習得す
る。

スマホで災害に備えよう

災害時の「情報収集」と「安否確
認」について学ぶ

スマホで地図を使いこなそう

GoogIeマップの使い方を覚えて、便
利さを体験する

スマホで健康管理をしよう

スマホで簡単に楽しく健康管理をす
る方法を知る

スマホでカメラをもっと使いこなそ
う

本格的な写真の撮り方、撮影した写
真の簡単な活用、整理方法を学ぶ

スマホでお得にお買い物をしよう

ネットショッピングへの理解を深
め、便利に利用できることを知る

スマホで災害に備えよう

災害時の「情報収集」と「安否確
認」について学ぶ

スマホで地図を使いこなそう

GoogIeマップの使い方を覚えて、便
利さを体験する

スマートフォン体験講座

スマホの基本操作・アプリ体験他

14

15

学習テーマ
学習のねらい

実施状況

スマホ等を活用することで、シニア
世代の情報の過疎化、孤立化を防
ぐ。講座に参加することで知識や技
術を習得し、日々の暮らしを充実さ
せる。

中止

中止

中止

中止

中止

中止

1

2

3

4

5

6

7

8

15
or
30

壮年
高齢者

15
or
30

15
or
30

ドコモ
ショップ
門司港店

16
門
司

小森江東
市民

センター

9

10

11

12

13

中止

3

12

11

11

12

10

8

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

高齢者 17

高齢者

高齢者

高齢者

令和３年度市民センターにおけるデジタル関連講座

定員

17

市民セン
ター名

15
or
30

ドコモ
ショップ
門司港店

目的
講座

参加数事業名

ドコモ
ショップ
門司港店

参加
対象

講師

壮年
高齢者

4

5

3

5

1

高齢者

高齢者

17

デジ
タル
回数

№ 区

壮年
高齢者

高齢者

17

17

17

17

17

高齢者

門
司

門
司

清見市民
センター

みんなで楽しむ
スマホ教室

デジタル化社会が叫ばれるなか、主
に高齢者が、スマホ、タブレット等
の基礎知識、操作を習得し、必要最
低限の各種オンラインや行政サービ
スを活用できるようにする。

小東まなぼう舎
(体験編)

1

青年
壮年

高齢者

5

15
ソフトバンク

壮年
高齢者

6 7

みんなで楽しむ
スマホ教室(応用編)

壮年
高齢者

ドコモ
ショップ
門司港店

2 14

5 11

デジタル化社会が叫ばれるなか、主
に高齢者が、スマホ、タブレット等
の基礎知識、操作を習得し、必要最
低限の各種オンラインや行政サービ
スを活用できるようにする。

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

ドコモ
ショップ
門司港店

壮年
高齢者

15
or
30

15
or
30

壮年
高齢者

15
or
30

8

7清見市民
センター

〜

1 



男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

今さらながらのパソコンいろは①

パソコンの基本を確認する

今さらながらのパソコンいろは②

パソコンの基本の疑問を解消する

はじめてのスマホ教室

デジタル機器の基本操作習得

スマートフォン講座

スマートフォンの便利な使い方を学
ぶ

技術家庭
シニア向けスマホ教室

★1回目　スマホの基礎知識

技術家庭
シニア向けスマホ教室

★2回目メール､インターネット検索

技術家庭
シニア向けスマホ教室

★3回目　LINE基礎知識活用

技術家庭
らくらくスマートフォンを体験して

みよう

★1回目　らくらくスマートフォンを
触ってみよう

技術家庭
らくらくスマートフォンを体験して

みよう

★2回目　らくらくスマートフォンで
カメラを使おう

スマホの使い方

スマホの使い方を学ぶことで視野を
広げ日常生活を豊かにする。

初めてでも大丈夫！
やさしいスマホ体験講座

スマホ基本操作の習得

スマホ体験教室

これからのライフスタイルを学びで
きる自信・集中力を育てる

感動体験！スマホ教室

シニア・初心者を対象に、スマホの
基本を体験します。

シニアのためのスマホ体験講座

電話やメール以外の機能を使ってみ
たい方にはうってつけ。肩の力を抜
いて、挑戦！

スマートフォン体験講座

コロナ禍でのスマホの活用術を学び
ます。

17

18

4

小
倉
北

貴船市民
センター

ステキな生き方教室
（前期）

認知症予防教室に参加するきっかけ
づくりの「告知」を重点にして行
い、講座への参加を勧め、特に友
人、知人など他社からの勧めが参加
のきっかけになっていると思われる
ので、既存の参加者から、身近な人
たちに「声掛け」をしていただき、
少しでも参加者を増やしていく。

1
青年
壮年

高齢者
30

青年
壮年

高齢者

12～
15

1

3 12
ソフトバンク
（株）

5

小
倉
北

清水市民
センター

きよみず　DE　大人の
マナビ　～おうち時間

を楽しもう～

ステイホームを余儀なくされながら
も、好奇心は閉じ込めない！日頃か
ら来館する人のニーズを意識して、
３講座に的を絞った。誰もが気にな
る身近なモノを通して、年齢・性別
の垣根を取っ払った交流が続くとい
い。もちろん、他区の方の参加も歓
迎、校区を越えて縁がつながること
を目的としたい。

6

小
倉
北

霧丘市民
センター

60歳からの講座
「まだまだ青春霧丘

　今！熱く！」
前期

霧丘校区の地域活動の次世代発掘、
育成のために本講座を企画実施して
いる。参加者の方々が、たとえ困難
な状況であっても、市民センターを
拠点として、様々な活動をされるこ
とを目指している。

ソフトバンク
（株）

1 13
ソフトバンク
（株）

3 14

スマートフォ
ンアドバイ
ザー
専任講師

3 11
ソフトバンク
（株）
専門講師

1
青年
壮年

高齢者

15～
40

3

小
倉
北

今町市民
センター

～楽しくイキイキ～
レッツトライ！！

高齢者でも、気軽に参加できる楽し
く簡単な活動を通して、仲間づくり
や健康について考え、心や人とのか
わりにつながればいいなと思いま
す。

1
青年
壮年

高齢者
20

NTTドコモ1

小
倉
北

足原市民
センター

デジタル活用してみま
せんか　～スマホの

使い方初級編～

スマートフォンを使いこなすことで
情報やサービスを素早く取り入れ、
生活をより豊かにする。

1

2

小
倉
北

到津市民
センター

みんなの学び場
～そよ風塾

近年、人生100年時代と言われてい
る。「元気で長生き」するための身
体的な健康に加えて、何事にも興味
や関心を持ち、生涯学び続けること
も重要だと思われる。さまざまな角
度から生涯学習を提案し、多世代が
気軽に市民センターに集い学習でき
る環境を整えることも市民センター
の役割の一つだと考える。

1

青年
壮年

高齢者
小・

中・高
校生

その他

中止

中止

高齢者 10

21

5

青年
壮年

高齢者

20人
程度

5 16

ドコモ
ショップ
門司店

ドコモ
ショップ
小倉足立
インター店

青年
壮年

高齢者

20人
程度

ドコモ
ショップ
門司店

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイザ
ー

ドコモ
ショップ
小倉足立
インター店

青年
壮年

高齢者
20人
程度

1

23
青年
壮年

高齢者

20人
程度

22

今年で4年目に入り、昨年は新型コロ
ナウィルスの為、定期的な開催が出
来なかった。地域住民の方が興味､関
心を持っていただけるように、多種
多様な講座をしていきたい。コロナ
ウィルスで交流する機会が減ったな
か、交流の場として定着させていき､
講座そのものに対する認知や関心を
示してもらえるようにしていきたい｡

24

20
門
司

東郷市民
センター

にっこりほっこり
たいむ

1

ドコモ
ショップ
門司店

19
門
司

青年
壮年

高齢者
10

青年
壮年

高齢者
20 6 10

1 9

20～
40

5 14

5

青年
壮年

高齢者
ほか

6

40

パソコンイン
ストラクター

青年
壮年

高齢者
ほか

大里柳
市民

センター
はじめてのスマホ教室

2 5

6

40
2 5

パソコンイン
ストラクター

スマートフォン等の操作ができるよ
うになり、インターネットで最新情
報を得たり、メールを活用し家族と
のコミュニケーションツールとして
など、安心・安全に活用をしてほし
い。

2 81

ドコモ
ショップ
小倉足立
インター店

青年
壮年

高齢者
25

20人
程度

1

大人の生涯 楽習
めだかの学校

地域からのニーズに沿った内容や娯
楽的要素のある内容を中心にした楽
しめる講座を実施して、居場所づく
りや生きがいづくりの場を提供する
ことで健康寿命の延伸を図る。

健康で楽しく、気分を明るく、日々
の生活を充実させる。

5

門
司

門
司

松ヶ江南
市民

センター

2
白野江
市民

センター
さとざくら

〜
〜

2 



男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

スマホを使って遊びに行こう！
旅行準備編１

友人と旅行など遊びに行くとき、ス
マホを活用できるように楽しくスマ
ホを学びます。

スマホを使って遊びに行こう！
旅行準備編２

友人と旅行など遊びに行くとき、ス
マホを活用できるように楽しくスマ
ホを学びます。

スマホを使って遊びに行こう！
旅先でスマホを活用する編

スマホで旅行中にも活用できる機能
を楽しく学びます。

シニアスマホ体験講座

iPhoneを使って基本操作を学びま
す。

あなたの生活を守ります

ネット契約の遅し穴ＳＮＳなどシニ
アが騙されやすい詐欺について学び
ます。

はじめてのスマートフォン

スマホの基本操作を学ぶ（電話・写
真・ナビ検索）

キャッシュレス時代に向けて

スマホのキャッシュレス決済で買い
物の支払いを簡単にする

便利なスマホ機能

テレビ電話、写真加工、カレンダー
を使いこなす

デジタル活用講座

スマートフォンの基本的な使い方と
マイナンバーカード利用手続きの仕
方を学ぶ

スマホ体験講座

シリーズ第１回
「やさしいスマホ体験講座」

スマホ体験講座

シリーズ第２回
「おとくなスマホ決済講座」

「スマホ」とは？

アイフォンとアンドロイドの違いな
ど「スマートフォン」そのものの成
り立ちを学ぶ

スマホにまつわる用語解説。
「わからない言葉」をなくそう！

わかりにくいが、あまり教えてもら
えない専門用語を解説。質疑応答を
参加者で共有し苦手意識の克服。

スマホでできること。
「スマホ活用編」

インターネット閲覧や音声入力な
ど、もっと便利に。そして知りたい
情報をいち早く手に入れるための検
索方法などを学ぶ。

スマホ世代の子どもとどう向き合う
か～大人の知らない子どもの世界～

ＳＮＳがもたらす社会現象の脅威を
知る

桜丘市民
センター

小
倉
北

小
倉
北

富野市民
センター

とみの知って楽々講座
～より自分らしく
生きるために～

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

桜！うるおい塾2021

若い世代のセンター利用者を増やし
たい。高齢者には益々元気にセン
ターを活用できるように新た
な取り組みが必要である。

現代社会の生活に必要不可欠なス
マートフォンの使い方を地域の皆さ
んや高齢者の皆さんが学ぶことで、
より良い生活を送ることができ、健
康についての新しい知識を知ること
で、健康に対する不安を解消し、快
適な生活を送ることができる。ま
た、芸術に関する講座を通して、仲
間づくりを推進し、交流を深めるこ
とができる。

3

日常的な機能の操作方法から、防犯
の意識を高めるための知識を学ぶ。
防犯だけでなく防災への活用を目指
す。情報弱者を生み出さない社会づ
くリ。
現代社会・情報化社会で講座参加者
がリーダーとなり、周リの高齢者同
士のデジタル面での助け合いの関係
を築く。

小
倉
北

西小倉市民
センター

その他
（市民
セン

ター関
係）

120 14 60
ジャーナリス
ト

1

「学び」を通して、地域住民の連携
を図り人材育成につなげる。また、
館長と職員の合同研修を実施するこ
とで地域コミュニティの活動拠点で
ある市民センターの資質向上を図
る。

小倉南区市民センター
館長・職員合同研修会

コミュニ
ティ支援課

小
倉
南

1

9

正確な情報を得るツールとして、日
頃から使用しているスマートフォン
の使い方を学び、緊急時にもスマ
ホを活用して適切な対応がとれる人
材の教育を目指す。

60歳からの講座
「まだまだ青春霧丘

　今！熱く！」
後期

3霧丘市民
センター

小
倉
北

8

壮年
高齢者

12 2 9
スマホアドバ
イザー

壮年
高齢者

12 2 8
スマホアドバ
イザー

壮年
高齢者

12 2 10
スマホアドバ
イザー

青年
壮年

高齢者
20 2 12

ソフトバンク
(株)スマホア
ドバイザー

壮年
高齢者

15 2 7
スマホアドバ
イザー

壮年
高齢者

15 2 6
スマホアドバ
イザー

青年
壮年

高齢者
20 2 12

ソフトバンク
(株)スマホア
ドバイザー

中止
壮年

高齢者
10

ソフトバンク
(株)スマホア
ドバイザー

壮年
高齢者

15 4 9
スマホアドバ
イザー

壮年
高齢者

15 3 9
スマホアドバ
イザー

青年
壮年

高齢者
20 6 15

パソコンアド
バイザー

青年
壮年

高齢者
20 7 11

パソコンアド
バイザー

中止
壮年

高齢者
10

ソフトバンク
(株)スマホア
ドバイザー

青年
壮年

高齢者
20 7 13

パソコンアド
バイザー

7

西小倉いきいき
カレッジⅡ

小
倉
北

日明市民
センター

シニアスマホ講座

2

4

スマホを使いこなすことで、キャッ
シュレスでの買い物など、便利なこ
とが多くあることを地域の仲間と共
に学び、快適な生活が送れるように
する。

2

3 



男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。スマホの達
人を目指す。１回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。スマホの達
人を目指す。２回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。スマホの達
人を目指す。３回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。スマホの達
人を目指す。４回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。スマホの達
人を目指す。５回目

第Ⅱ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。第Ⅱ期スマ
ホの達人を目指す。１回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。第Ⅱ期スマ
ホの達人を目指す。２回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。第Ⅱ期スマ
ホの達人を目指す。３回目

第Ⅰ期　シニア向け「スマホ講座」

スマホを基礎から学ぶ。第Ⅱ期スマ
ホの達人を目指す。４回目

シニア限定！スマホ体験講座
「やさしいスマホ体験」講座

スマホの基礎知識。スマホ体験

シニア限定！スマホ体験講座
「超初心者向けスマホデビュー」

スマホにしたいが、使えるか自信が
ない人向けに、基礎の基礎から学
ぶ。

シニア限定！スマホ体験講座
「安心タブレット活用術」講座

タブレットを活用したスマートライ
フ、ビデオ通話や道が干渉を体験す
る。

シニア限定！スマホ体験講座
「おとくなスマホ決済」講座

少し複雑そうで、怖いイメージがあ
るスマホ決済を、実際の財布と比較
しながら入金、支払方法を疑似体験
して学ぶ。

スマホの使い方を学ぶ

安全・安心にスマホで電話をかける

スマホの使い方を学ぶ

スマホでメールを使おう

スマホの使い方を学ぶ

スマホでカメラを使おう

13

人と人をつなぎ、「安心、安全で楽
しい生きがいのあるまちづくり」の
一翼を担う為に、つながった「縁」
を地域の力へと成長させる。毎日が
会えて楽しい学びの場となる「お
しゃべりするカフェ」を目指す。

2021おしゃべりする
カフェ

企救丘市民
センター

小
倉
南

3

スマホの初歩的な使い方、近く必要
になる活用の範囲を踏まえて、講座
を組立、開催していきたいと考え
ています。直近では高齢者の方がス
マホで予約、銀行の振込、支払いな
どを生活の中で負担なく行えるよう
になっていただくことが目標です。

小
倉
南

葛原市民
センター

初級スマホ使い方講座
～安心・安全そして便
利にスマホを使おう～

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

壮年
高齢者

10 0 4
読売西部アイ
エス主任

壮年
高齢者

10 0 4
読売西部アイ
エス主任

壮年
高齢者

10 0 4
読売西部アイ
エス主任

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 2
ソフトバンク
(株)

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

0 6
ソフトバンク
(株)

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 8
ソフトバンク
(株)

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 8
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 6
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 8
ソフトバンク
(株)

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

1 6
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 7
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 8
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

1 7
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 6
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 7
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者

対面
10人
＋オ
ンラ
イン
参加

2 7
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

4 



男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

スマホの使い方を学ぶ

安全・安心にスマホで電話をかける

スマホの使い方を学ぶ

スマホでメールを使おう

スマホの使い方を学ぶ

スマホでカメラを使おう

デジタル講座

デジタル化が進む社会に対応する
為、スマートフオン等の基本操作を
学ぶ。

やさしいスマホ体験講座

デジタル化が進む社会に対応する
為、スマートフォン等の基本操作を
学ぶ。

おとくなスマホ決済講座

スマホ決済を分かりやすく学び、ア
プリを使っての入金、支払い方法を
デモ機にて模擬体験する。

パソコン講座

オンラインによるコミュニケーショ
ンの方法を学ぶ

やさしいスマホ体験講座

基本操作及生活に役立つアプリの活
用法について学びます

スマホ初級講座

基本操作とアプリの使い方について
学びます

スマホ講座（２回コース）

スマホアプリの活用術を２回にわ
たって学びます

スマホ講座（２回コース）

スマホアプリの活用術を２回にわ
たって学びます

デジタル活用講座（スマホ入門編）

デジタル化が進む中で初心者向けに
基本的な使い方を学びます

デジタル活用講座

デジタル化の波に乗れるようスマホ
活用術を学ぶ

デジタル活用講座
「初心者のためのスマホ入門」

スマホの基本操作から電子申請の仕
方までを学習し、デジタルスキルの
向上につなげる。

スマートフオンの基本的な
使い方を学ぶ。

デジタル悄報を適切に活用できるよ
うにする。

初級スマホ使い方講座
～安心・安全そして便
利にスマホを使おう～

葛原市民
センター

小
倉
南

生涯学習・活動でシビックプライド
を育み、地域活動や交流を深めて住
み良いまちづくりと災害時にも役立
つ繋がリのある地域にしていくこと
を目的としています。

小
倉
南

田原市民
センター

いきいきライフ講座

1

コロナウイルス感染予防対策を取り
ながら、今後少しづつ取り戻して行
く平穏な日常に向けて、心と身体の
健康を取り戻す準備となることを望
む。参加者同士がコミュニケーシヨ
ンを深め、地域の活動に興味と関心
を持ってもらい、ボランティア活動
参加へのみちすじになることを目指
す。

小
倉
南

長尾市民
センター

ながおシニア塾

小
倉
南

貫市民
センター

生活悠々塾

個人では実現しづらい様々な体験の
壜をつくり、たくさんの機会を設け
ることで、趣味が広がり豊かな日常
生活につながる。
また、講座を通じ人と人が繋がり、
シビックブライドを釀成し、互いに
支え合えるまちづくりへと発展して
いく。

1

小
倉
南

東朽網市民
センター

デジタル活用講座
デジタルを活用し、必要な情報や
サービスを受けられるようにする。

1

31

32

3

スマホの初歩的な使い方、近く必要
になる活用の範囲を踏まえて、講座
を組立、開催していきたいと考え
ています。直近では高齢者の方がス
マホで予約、銀行の振込、支払いな
どを生活の中で負担なく行えるよう
になっていただくことが目標です。

1

市民がデジタル化になじめずに、情
報やサービスを受けられないような
社会にしない事が自的である。又、
高齢者が苦手意識を持たずに、気軽
にスマートフォン等の活用が出来る
ようになる事で、便利に楽しく、日
常生活の幅を広げてほしい。

小
倉
南

志井市民
センター

デジタル活用講座

25

26

27

28

29

30

2

市民がデジタル化になじめずに、情
報やサービスを受けられないような
社会にしない事が自的である。又、
高齢者が苦手意識を持たずに、気軽
にスマートフォン等の活用が出来る
ようになる事で、便利に楽しく、日
常生活の幅を広げてほしい。

5

18

19

20

21

22

23

24

青年
壮年

高齢者
10 1 9

ＮＴＴドコモ
沼店

青年
壮年

高齢者
50 1 6

ドコモショッ
プ

中止
壮年

高齢者
15

ドコモショッ
プ小倉南イン
ター所長

壮年
高齢者

20 2 5
ドコモショッ
プ曽根店店長

青年
壮年

高齢者
50 15 5 コネクシオ

中止
青年
壮年

高齢者
50

北九州シニア
応援団

青年
壮年

高齢者
50 6

北九州シニア
応援団

青年
壮年

高齢者
50 4 6

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイ
ザー

青年
壮年

高齢者
10 3 5

パソコンイン
ストラクター

青年
壮年

高齢者
10 4 7

ドコモショッ
プ小倉南店

青年
壮年

高齢者
12 5 6

ソフトバンク
専門講師

青年
壮年

高齢者
12 3 9

ソフトバンク
専門講師

壮年
高齢者

10 2 5
読売西部アイ
エス主任

壮年
高齢者

10 2 6
読売西部アイ
エス主任

壮年
高齢者

10 2 6
読売西部アイ
エス主任

小
倉
南

志井市民
センター

スマホ体験講座
（２回コース）

1日常生活においてPC及びインター
ネットを使いこなせる様にする

小
倉
南

城野市民
センター

パソコン講座
（オンラインによる
コミュニケーション

の方法を学ぶ）

5 



男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

スマホ講座

実際に体験してもらう事でスマホ操
作の苦手意識を克服する。

スマートフォンを使いこなそう！！
①

スマートフォン初心者でも気軽に操
作方法を学んでもらう

スマートフォンを使いこなそう！！
②

スマートフォン初心者でも気軽に操
作方法を学んでもらう

スマートフォンを使いこなそう！！
（２回シリーズ）

スマートフォン初心者でも気軽に操
作方法を学んでもらう

スマートフォンを使いこなそう！！
（２回シリーズ）

スマートフォン初心者でも気軽に操
作方法を学んでもらう

やさしいスマホ体験講座

スマホの基本操作やアプリの体験を
通して活用法を拡げる。

安心タブレット活用術

タブレツトを活用したビデオ通話や
ネット動画鑑賞を体験する。

イライラしないパソコン超快適講座

ＳＳＤ換装によるサクサク動くパソ
コンの起動超高速化の方法を学ぶ。

スマホを楽しもう教室①

スマホをもっと使いこなしたい中級
者のためのスマホ講座

スマホを楽しもう教室②

スマホをもっと使いこなしたい中級
者のためのスマホ講座

タブレット初級講座

基本操作，文字入力等を学びます。
ビデオ会議も体験します。

やさしいスマホ体験講座

基礎知識から基本操作まで学び、生
活に役立つアブリを体験します。

電話・メールだけではもったいない
生活に役立つアプリから始める
「やさしいスマホ体験購座」

スマホの基本操作を学ぶ

意外とカンタン！基礎から始める
「おとくなスマホ決裁講座」

スマホの決済方法を学ぶ

スマホについて知っておこうⅠ

スマホの素朴な疑問を解決する

スマホについて知っておこうⅡ

スマホの素朴な疑問を解決する

小
倉
南

両谷市民
センター

両谷おとな塾（前期）

それぞれが目標を持って知識の習得
を目指し、各自の生活の向上につな
げる。また講座で得た知識を生かし
充実した生活が送れる事を目的とす
る。

2

スマホ講座

恵まれた自然の中で、健康で文化的
な長寿社会と共存する事を目指して
いる。また、生涯学習市民講座を家
から出るキッカケとして取り組み、
市民センターが、居場所として集え
るように、興味がもてる内容や、デ
ジタル社会に対応できる講座を企画
し、情報格差をなくし、高齢者を支
えていけるような地域交流の輪を広
める。

1

4

スマートフォンが普及するにつれ
て、シニア世代も必要な時代となっ
てきた。新しいことにチャレンジす
ることは勇気もやる気もいるが、触
れて使って体験してもらう。これに
よりコロナ禍、離れて暮らす家族や
友人とオンライン通話が楽しめるよ
うになれば孤立感もなくなると考え
る。

小
倉
南

守恒市民
センター

スマートフォンを
使いこなそう！！

3

私たちの日常生活全般にも「デジタ
ルによる変革」が押し寄せでいる。
デジタルツールを活用するだけでな
く、デジタル技術を用いて“付加価
値”を高め、暮らしを豊かにし安心
して生活をすることができるように
する。

小
倉
南

湯川市民
センター

生活に役立つ
ＤＸ入門講座

2

この講座がきっかけでセンターに来
ることで、生涯学習や地域活動、ボ
ランティア活動に興味をもつ方を増
やし、学びながら仲間づくりをして
もらう。市民センターに来る人や地
域活動をする人の世代交代をするこ
とで元気な人がたくさん活躍する地
域を目指していく。

小
倉
南

横代市民
センター

横代２０２１
“おとなの遊び場”

小
倉
南

吉田市民
センター

生活いきいきシリーズ

講座を通してセンターに足を運んで
もらう事で、多世代・地域との交流
を深めてセンターや地域行事に参加
してもらい、新たな人材発掘、育成
をしたい。

2

小
倉
南

東谷市民
センター

42

43

44

33

34

35

36

37

38

39

40

41

45

46

47

48

青年
壮年

高齢者
16

青年
壮年

高齢者
10

中止

青年
壮年

高齢者
親子

20

青年
壮年

高齢者
20

中止
壮年

高齢者
8

3 11
ＳＴＵＤＩＯ
ＢＥＡＭＳ

青年
壮年

高齢者
16 3 11

ＳＴＵＤＩＯ
ＢＥＡＭＳ

4 6 ソフトバンク

青年
壮年

高齢者
16 2 14

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイ
ザー

青年
壮年

高齢者
16 2 12

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイ
ザー

ＮＴＴドコモ
曽根店

中止

青年
壮年

高齢者
親子

20
ＮＴＴドコモ
曽根店

青年
壮年

高齢者
10 2 6

ジェイコム九
州

6 13
スマホアドバ
イザー

青年
壮年

高齢者
20 7 7

スマホアドバ
イザー

青年
壮年

高齢者
20 8 3

スマホアドバ
イザー

Ｊ：ＣＯＭ
九州北九州局

壮年
高齢者

8 3 5
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

壮年
高齢者

8 3 4
ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

青年
壮年

高齢者
10 5 6

ドコモ
専任講師

壮年
高齢者

8 3 5
Ｊ：ＣＯＭ
九州北九州局

2
小
倉
南

両谷市民
センター

両谷おとな塾（後期）

それぞれが目標を持って知識の習得
を目指し、各自の生活の向上につな
げる。また講座で得た知識を生かし
充実した生活が送れる事を目的とす
る。
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男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

スマートフォンで
インターネツトを楽しもう

インターネット接続～検索方法を学
習します。

スマートフォンでカメラを使おう

写真・動面の撮影と閲覧方法を学習
します

スマートフォンで
ＬＩＮＥを楽しもう

便利なアプリの使い方を学習しま
す。

スマホ基本講座

スマホの基本操作を学ぶ

スマホ基本講座

スマホの基本操作を学ぶ

今日から使える！スマホ教室

QRコード読み取りや、スマホによる
情報収集の仕方を自分のスマホで出
来るようになってもらう。

「やさしいスマホ体験講座①」

スマホの基本的な仕組みを知り、生
活に役立つアプリを体験し、日々の
暮らしを充実させる。

「やさしいスマホ体験講座②」

スマホの基本的な仕組みを知り、生
活に役立つアプリを体験し、日々の
暮らしを充実させる。

シニア向けスマートフォン体験講座

スマホの取扱い学習

スマホ簡単教室

高齢者がスマートフォンの機能を学
びながら､日頃の暮らしに役立てる｡

「やさしいスマホ体験講座」

スマホの基本知識の習得と電話・
メール以外の活用を体験する。

初心者向けスマホ体験

スマホを体験する

やさしいスマホ体験講座

スマホの基本を体験し、自分にも扱
えることに自信を持ち、IT機器を身
近に感じる。

LINE講座

コミュニケーションツールの一つと
して､LINEを活用できるようにする。

便利アプリ活用講座

コロナ禍でも自宅でより快適に過ご
せるような便利なアプリを紹介す
る。

49

50

51

52

53
青年
壮年

高齢者
10 2 6

ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

壮年
高齢者

12 1 9
ドコモショッ
プ葛原店

壮年
高齢者

12 1 10
ドコモショッ
プ葛原店

青年
壮年

高齢者
10 2 8

ドコモショッ
プ小倉南イン
ター店店長

壮年
高齢者

12 1 10
ドコモショッ
プ葛原店

7

15

20

11

15

3

6

10

14

若松中央市民
センター

6

4

0

5

4

2

0

1

パソコン講師

ソフトバンク
㈱コンシュー
マ事業統括営
業第二本部サ
ポート部スマ
ホ推進課

ソフトバンク
(株)

ドコモ
ショップ

ソフトバンク
㈱西日本スマ
ホ推進課 担当
課長

ソフトバンク
㈱西日本スマ
ホ推進課

ソフトバンク
㈱西日本スマ
ホ推進課スマ
ホアドバイ
ザー

若松中央市民
センター

15

20

高齢者

高齢者

高齢者

青年
壮年

高齢者

壮年
高齢者

高齢者

高齢者

高齢者

高齢者

高齢者

820

20

20

15

10

10

15

40

40 7

6

高齢者に役立つ講座や、参加しやす
い講座を行うことで参加者を増やし
ていきたい。そして、その参加者に
クラブ会員やボランティアになって
もらえるよう繋げていきたい。

1

地域の高齢者に、いつまでも自分ら
しくハツラツと生活していただきた
い。当センターの講座で学び、地域
交流を深め、常に発見や喜びを体験
していただく。

様々な講座を通してシニア世代で､今
もう一度学ぶ喜びを感じてもらう。
シニア世代の方同士の地域の繋がり
ができ、それによってより地域の活
性化と助け合える安心安全なまちづ
くりを目指す。

スマートフォンの基本動作やアプリ
ケーションなどの使い方を学び、高
齢者のデジタル化の遅れを解消する
ことを目的とする。

1

1

ふたじま学び塾

初心者向けスマホ
デビュー講座

高齢者が急激な社会の変化に取り残
されないため、生活や余暇に役立て
る事ができ、地域で生きがいを持っ
て生活できることを目的とする。

高齢者の情報過疎化、独立化を防ぐ
ため地域の見守りである民生委員や
福祉協力員などが顔を見られないと
きでも連絡を取り合いコミュニケー
ションを図れるようにする。

1

1

ＩＴ機器が苦手な高齢者もオンライ
ンなど新たな生活様式に即したサー
ビスが利用できるようになることを
目的とする。

8

9

10

若
松

高須市民
センター

学遊スクールたかす 2

若
松

若松中央
市民

センター

初心者向けスマホ
デビュー講座

3

1

2

3

4

5

6

7

赤崎市民
センター

 ひびきの
 市民セン

 ター

深町市民
センター

若
松

若
松

若
松

若
松

若
松

はつらつチャレンジ
シニア

ひびきのいき活き
ライフ

デジタル活用講座

二島市民
センター

古前市民
センター

3

高齢者が住み慣れた地域で孤立する
ことなく、'助け合いながらいきいき
と暮らし続けることが目的。スマー
トフォンを通じて地域の方の生活が
便利で楽しく豊かになるよう、一人
でも多くの方にスマートフォンの便
利さを実感してもらう。

小
倉
南

若園市民
センター

初心者向け
スマートフォン論座

2

講座を通して苦手意識を和らげ、生
活の中のさまざまな場面で便利に使
うことができるようになる。
防災やコミュニケーションのツール
としても役立てる。

小
倉
南

小倉南
生涯学習
センター
北方分館

スマホ基本講座

〜
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男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

LINE①

コミュニケーションアプリ「LINE」
について、使い方や始め方から学び
ます。

LINE②

「LINE」について、より詳しい活用
術を学びます。

便利アプリについて

天気･防災･地図など日々活用できる
「便利アプリ」について学びます。

スマホ基本編

カメラの基本的な使い方を詳しく学
びます。

スマホ応用編

マップの基本的な使い方を詳しく学
びます。

便利アプリについて

天気･防災･地図など日々活用できる
「便利アプリ」について学びます。

スマホの操作を学ぶ

スマホの安全な利用の為に必要な知
識を習得する

スマホに関するお悩みを何でも解消

スマホを生活の中で気楽に活用する

スマホの機能を活用し
生活を豊かにする

スマホで健康管理の使用を学ぶ

やさしいスマホ体験講座

スマホの基本操作についておさらい
し、生活に役立つ基本アプリの操作
を体験する。

やさしいスマホ体験講座

スマホの基本操作についておさらい
し、生活に役立つ基本アプリの操作
を体験する。

スマートフォン基礎講座

スマートフォンで生活に潤いを！

スマホについて知っておこう！

新しく便利な機能の仕組みを覚え
る。

いろいろなアプリの紹介

読み取った情報をどう使うのか学
ぶ。

スマホ操作を学ぼう！

スマホの安全な利用のために必要な
知識を習得してもらう。

スマホ操作を学ぼう！

スマホの安全な利用のために必要な
知識を習得してもらう。

中止

中止

ドコモ
ショップ
高見店

青年
壮年

高齢者
10

ドコモ
ショップ
きふね店

ＳＴＵＤＩＯ
ＢＥＡＭＳ

青年
壮年

高齢者
10 4 6

壮年
高齢者

壮年
高齢者

20

20

5

5

20

20

ＳＴＵＤＩＯ
ＢＥＡＭＳ

㈱ジェイコム
九州北九州局

壮年
高齢者

8

13

14

15

16

八
幡
東
区

槻田市民
センター

八
幡
東
区

槻田市民
センター

6

世代、性別を超えて笑い合える仲間
とともに、それぞれの世代に応じて
これからの生き方に役立つことを学
んだり、趣味や好きなことを見つけ
たりして、地域全体の住民が自信を
もって生活できるようにする。

8

7

八
幡
東
区

祝町市民
センター

デジタル活用講座 1

デジタル化が進む中、スマホを持ち
たい、また持っていても活用できて
いない、必要な情報やサービスを受
けられていない人に、講座を受講し
日常生活や人との交流に役立てる。

5

11

八
幡
東
区

枝光北市民
センター

大人のおもしろ学 1

10

八
幡
東
区

枝光北市民
センター

大人のおもしろ学 1

健康で生活できるように、年金「生
活面」や物忘れ「健康面」などにつ
いて正しく理解し、スマートフォン
等を体験することでその便利さを知
る事が出来る。

9

6

7

高齢者の悩み・寂しさを少しでも解
消できる講座を目指す。コロナ禍で
さらに普及したコミュニケーション
ツールである携帯電話の一つ「スマ
ホ」。幅広い年齢層に使われている
コミュニケーションアプリ「LINE(
ライン)」を中心に、日常活用できる
「便利アプリ」について学び、生活
に役立てる。

2

1

青年
壮年

高齢者
14

青年
壮年

高齢者
14

青年
壮年

高齢者
14

八
幡
東
区

8 5

65

㈱富士通パー
ソナルズリテ
ールサービス

㈱富士通パー
ソナルズリテ
ールサービス

㈱富士通パー
ソナルズリテ
ールサービス

7 6

7

㈱ティーガイ
アリテールサ
ービス

㈱ティーガイ
アリテールサ
ービス

㈱ティーガイ
アリテールサ
ービス

青年
壮年

高齢者
10 4 5

ドコモ
ショップ

8

7

壮年
高齢者

15

青年
壮年

高齢者
20 5 14

15

壮年
高齢者

15

5 15

青年
壮年

高齢者
20

㈱富士通パー
ソナルズリテ
ールサービス

壮年
高齢者

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイ
ザー

7

健康で自分らしく生きていく為に、
心と身体と社会とのつきあいを考え
正しい知識や便利さを知る。

壮年
高齢者

30 2 14

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイザ
ー

壮年
高齢者

20中止

㈱富士通パー
ソナルズリテ
ールサービス

スマホの活用により、手や脳を使い
認知症の予防し生活に潤いや生きが
いを与えることが目的です。

スマホのメリット・デメリットを知
り、見たいサイトを表示したり、い
ろいろなキャンペーンを上手に使い
こなし、デジタル化のスピードに追
い付いて、これからの新しい仕組み
を覚えていく。

3

2

シニアのための
スマホ基礎講座

2

1

2

12

八
幡
東
区

枝光南市民
センター

スマートフォン
基礎講座

～シニア世代の
皆さん～

4

高齢者の悩み・寂しさを少しでも解
消できる講座を目指す。コロナ禍で
さらに普及したコミュニケーション
ツールである携帯電話の一つ「スマ
ホ」。電話のかけ方、カメラの使い
方に加え、幅広い年齢層に使われ日
常活用できる「便利アプリ」につい
て学び、生活に役立てる。

3

祝町市民
センター

祝楽舎
～スマホ研修②～

八
幡
東
区

枝光市民
センター

スマホ操作術
～わからないが

ワカル法～

3

デジタル活用講座
スマホ操作を学ぼう！

スマホを持っていても電話しか使っ
ていない人や、IT用語がわからない
から設定ができないなど、日頃疑問
に思っていることを、講座を受講す
ることで理解し、スマホの基本的な
使い方から申請手続きなどに応用で
きる新しい作業を覚えて、地域でデ
ジタル化に置いて行かれないように
したい。

八
幡
東
区

祝町市民
センター

祝楽舎
～スマホ研修～

8 



男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

デジタル活用講座

スマートフォンの活用方法を知る

初心者向けのデジタル活用講座

ネット検索や地図アプリなどを実際
に体験してもらい、必要な情報の受
け取り方等を学ぶ。

やさしいスマホ体験講座

スマートフォンを使いこなそう

やさしいスマホ体験講座

スマートフォンを使いこなそう

スマートフォン基礎講座

端末操作を楽しく体験

初心者向けスマホ講座

今さら聞けないスマホのことを教わ
りより良い生活を目指す

デジタル活用講座

今さら聞けないスマホのことを教わ
りより良い生活を目指す

映える写真の撮り方講座

スマホで写真を撮るコツを覚え、思
い出の写真を残す楽しみが増えるよ
うに。

スマートフォン基礎講座

スマートフォンの使い方をわかりや
すく説明する

デジタル活用講座

オンライン申請やサイト閲覧などに
必要なスマホの基本操作を学ぶ

スマートフォン使い方講座

スマートフォンの便利な使い方説明

スマートフォン使い方講座

スマートフォンの便利な使い方説明

スマートフォン使い方講座

スマートフォンの便利な使い方説明

スマートフォン基礎講座

端末操作を楽しく体験することでシ
ニアの苦手意識を解消する。

スマートフォン基礎講座

操作方法やネット検索の仕方を学ぶ

デジタル活用講座

スマートフォン初心者向けのお助け
講座

スマートフォン基礎講座

スマホの操作方法を学び、使い方に
慣れる

閉じこもりがちな地域の方が市民セ
ンターまで足を運び、心と体の健康
を取り戻す。

シニア世代がスマートフォンを活用
し、様々な情報を自分で入手できる
ようになることで、世界が広がり、
生活の利便性の向上や孤立を防ぐこ
とにつながる。

八
幡
西
区

地域一体となり、新しい生活様式に
慣れ、前向きに過ごすために新しい
ことに挑戦する。

昨年のコロナ感染拡大防止の為に中
止になった、講座を再企画した。絶
大な人気講座の「スマホ体験講座」
や「味噌講座」等を取り入れた。コ
ロナの防止対策を行いつつできる範
囲の時間で地域の方々に少しでも楽
しく素敵な時間を過ごしてもらう。

手軽に情報の受発信ができるスマー
トフォンを使えるようになれば、趣
味や健康のための仲間作りができ、
それによって地域活動に積極的に参
加できるようになる。

J：COM15

八
幡
西
区

千代市民
センター

スマートフォン
基礎講座2021

1

地域コミュニティでの活用や新しい
人脈作り、遠く離れた家族や友人と
のコミュニケーションツールとし
て、年長者だからこそ有用となる機
能を学んでいけるような場を提供し
続けていきたい。

壮年
高齢者

8 1 7

㈱ジェイコム
九州・北九州
局お客様サー
ビス推進部

14

八
幡
西
区

木屋瀬市民
センター

サトちゃんといっしょ 1
壮年

高齢者
小学生

10

40
1 10

ジェイコム
九州・北九州
局お客様サー
ビス推進部

11

docomo

13

八
幡
西
区

黒畑市民
センター

ほっと学び塾「大人
だって体験したい」

1 壮年
高齢者

8 3 5

少人数でも人が集まる場所を準備
し、また外に出て学ぶ機会を作り学
んだ事を実践する場所もあるとい
い、幾つになってもチャレンジ精神
を忘れずに体験した事を地域に広め
てほしいです。

12

八
幡
西
区

楠橋市民
センター

すてきに歳を重ねたい 1 壮年
高齢者

8

30
3 5

壮年
高齢者

10 1 7

㈲アイデジタ
ル

10
壮年

高齢者
10 2 8

㈲アイデジタ
ル

スマートフォン講座 3折尾西市民
センター

㈱ドコモCS
九州

7

八
幡
西
区

折尾西市民
センター

スマートフォン
基礎講座

1

㈲アイデジタ
ル

9
壮年

高齢者
10 2 8

スマートフォンを使いこなせれば、
各種手続きや災害情報の受信も容易
にできるため、地域のあらゆる情報
が素早く確認できる。

ジェイコム
北九州
出前講座担当

8

八
幡
西
区

折尾西市民
センター

デジタル活用講座 1 壮年
高齢者

10 3 7

スマホアドバ
イザー

6

高齢者 8 4 4

家に閉じこもりがちな今、いろんな
趣味に繋がる講座を経験することで
家に居ても楽しめることが増え、そ
れを通して地域の人との関わりをも
ちストレスをため込まない生活を目
的とする。

青年
壮年

高齢者
15 2 6

中止
青年
壮年

高齢者
15

ジェイコム
北九州局

3

5
青年
壮年

高齢者
15 10

ドコモショッ
プ小嶺店

4

八
幡
西
区

永犬丸西
市民

センター

えいにし文化塾
「わくわく」

1
壮年

高齢者
小学生

16 4 4

青年
壮年

高齢者

青年
壮年

高齢者
11

中止

中止 20

20 2

未定

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイ
ザー

ソフトバンク
スマートフォ
ンアドバイ
ザー

自分で、デジタル機器を活用して、
情報やサービスを受けられるように
する。特に、防災情報など生活に密
接している情報を確実に受けとれる
ようにする。

1

青年
壮年

高齢者

5 5
ドコモCS九州
研修センター
講師

壮年
高齢者

10

10

1

18

1

2

八
幡
東
区

八
幡
東
区

17
平野市民
センター

八幡大谷
市民

センター

八
幡
西
区

青山市民
センター

青山うるおい講座

文化活動、レク活動、趣味、ボラン
ティア活動の年間を通じて講座を企
画して、地域力アップや活力ある日
常生活につながることをめざす。

2

大原市民
センター

ホビーBOX 3

デジタル活用講座
～ スマホ 初心者

大歓迎　～

デジタル活用講座

デジタル化が進む中、スマートフォ
ン等を活用できないことから、必要
な情報やサービスが受けられずにい
る。デジタル格差で高齢者が取り残
されることがないようにしたい。

八
幡
西
区

ソフトバンク
㈱

〜
〜

〜
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男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

デジタル活用講座

スマホの操作方法を学び、使い方に
慣れる

安心・安全なスマホの使い方

地域に安心なネット社会、安全の輪
を広げるきっかけを作る。

デジタル活用講座

苦手意識を克服し、スマホの便利な
部分を普段の生活に活用できるよう
にする。

スマートフォン講座　基礎編

スマートフォンの基礎を学ぶ

スマートフォン講座　LINE編

連絡ツールとして便利なLINEについ
て学ぶ

スマートフォン請座　応用編

これまで学習した事をふまえて実践
してみる

スマートフオン誰座　①基礎編

ＱＲコード等についての理解とその
使い方を学びます。

スマートフオン講座　②実践編

アプリの使い方等を学びます。

デジタル活用講座

スマホの使い方、活用法を学ぶ

はじめてのスマホ講座

基本操作

はじめてのスマホ講座

ＬＩＮＥについて

はじめてのスマホ講座

応用編

地域コミュニティでの活用や新しい
人脈作り､新型コロナウイルスでソ
ーシャルディスタンスが叫ばれる今
だからこそ、遠く離れた家族や友人
とのコミュニケーションツールとし
て有用となる機能を学んでいけるよ
うな場を提供し続けていきたい。

健康・心身の充実・地域のつながり
など、日々の生活に役立つ講座を企
画し、自己啓発につながることを目
的とする。

スマホアドバ
イザー

3
青年
壮年

高齢者
10 3 7

スマホアドバ
イザー

2
青年
壮年

高齢者
10 3 7

壮年
高齢者

30 2 12
㈱ティーガイ
ア

1
戸
畑

浅生市民
センター

デジタル活用講座 1 壮年 10 3 8
ドコモショッ
プ戸畑中央店

17

八
幡
西
区

八児市民
センター

やちごらいふ 1

16

八
幡
西
区

千代市民
センター

デジタル活用講座 1 壮年
高齢者

10 1 6 NTTドコモ

4

情報機器を使いこなすことによっ
て、情報の過疎化、孤立化を防ぎ
日々の暮らしを充実にさせることを
目的とする。

青年
壮年

高齢者
10 2 7

スマホアドバ
イザー

5
青年
壮年

高齢者

ドコモ専門講
師

20 5 22
センタークラ
ブ講師

6
青年
壮年

高齢者
20 6 21

青年
壮年

高齢者

センタークラ
ブ講師

7
戸
畑

沢見市民セ
ンター

次世代につなぐ
沢見プライドの醸成
～環境・伝統編～

“いつまでもこのまちで自分らしく
いきいきと！！”
今や人生百年時代、様々な事に触れ
視野を広げ、自分にあったライフス
タイルを探していく。
その中でつながりを持ち互いを認め
あいコミニュケーションが生まれ、
地域に愛情を持ち地域が活性化する
ことを目的とする。

1
青年
壮年

高齢者
25 4 15

12 2 13
天籟寺スマホ
クラブ講師

9
青年
壮年

高齢者
12 2 14

8

天籟寺スマホ
クラブ講師

10
青年
壮年

高齢者
12 1 13

天籟寺スマホ
クラブ講師

通話以外のインターネットを使って
の電子申請や予約、SNSを通じての連
絡ができるようになる事を目的とす
る。

3初心者のための
スマホ講座

一枝市民
センター

戸
畑

2

多世代にわたり教え合える人間関係
を築き、さまざまな生活の場面で活
かせることを学びます。
また、講座を通して地域活動等にも
関心を持ってもらい、地域の人材育
成を目的とします。

戸
畑

鞘ヶ谷市民
センター

スマートフォン講座
(基礎＆実践)

①基礎編
②実践編

3戸
畑

天籟寺市民
センター

天籟寺ゼミ
はじめてのスマホ講座

コロナ禍でオンラインなど多くの新
しいツールが世の中の主流になりつ
つあるが、高齢者にとっては無縁の
ものと疎外感を感じているのではな
いだろうか。そこで、最初の一歩を
踏み出しどの世代でも生きがいを持
てる地域社会になるような学びを提
供することを目的とする。
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男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

スマホ初心者のための基本講座

スマホの便利な機能を学びながら脳
トレーニングします。

スマホ初心者のための基本講座

Wi-Fi設定、GO!GO!あるくっちゃ
KitaQとは他

スマホ初心者のための基本講座

ラインの基本を学ぶ、友連を招
待してみる他

スマホ初心者のための基本講座

G0!G0!あるくっちゃKitaQ設定、ライ
ンを活用してみよう

スマホ初心者のための基本講座

基本操作(画面、ホーム画面、通知パ
ネル)について他

スマホ初心者のための基本講座

スマホの時計アブリを開いて便利な
機能学習、zoomアブリを入れてみる
他

スマホ初心者のための基本講座

アブリを使ってみる(レコーダー、懐
中電気、コンパス、メモ帳他)

スマホ初心者のための基本講座

「zoom会雄」を使ってみる

スマホ初心者のための基本講座

①「zoom会議」参加してみる、基本
操作、マナーと注意を学ぶ

スマホ初心者のための基本講座

②「zoom会越」参加してみる、基本
操作、マナーと注意を学ぶ

スマホ初心者のための基本講座

③「zoom会議」①～③で終了。
「ラインアバター」を作ってみる。

スマホ初心者のための基本講座

ライン「イベント」、「あみだく
じ」、「投票」使ってみる。電話ア
ブリの設定他

スマホ初心者のための基本講座

ライン「イベント」、「あみだく
じ」、「投票」の使い方学習

スマ-トフォンを安心・安全に
使うために(安心・安全編）

スマホを使うときに気を付けること
や、安全に使うための設定について
理解を深める。

はじめてのスマートフォン(入門編)

電源の入れ方・切り方など基本的な
操作を覚える。

スマートフォンでアプリを
楽しもう（応用編)

アプリって何？アプリの探し方・追
加の方法を覚える。

高齢者 10 9 1 センター職員

12 高齢者 10 10 1

11

高齢者

センター職員

13 高齢者 10 10 1 センター職員

10 8 1 センター職員

15 高齢者 10 9 1

14

高齢者

センター職員

16 高齢者 10 9 1 センター職員

10 10 1 センター職員

18 高齢者 10 8 1

17

高齢者

センター職員

19 高齢者 10 9 1 センター職員

10 9 1 センター職員

21 高齢者 10 8 1

20

高齢者

センター職員

22 高齢者 10 7 1 センター職員

10 7 1 センター職員

24
壮年

高齢者
15 3 10

23

西戸畑市民
センター

壮年
高齢者

ドコモショッ
プ戸畑中央店

25
壮年

高齢者
15 3 9

ドコモショッ
プ戸畑中央店

15 3 8
ドコモショッ
プ戸畑中央店

26

戸
畑

簡単スマホ使い方講座
～スマホの使い方を一
から学びましよう～

13

初年度はスマートフォン、パソコン
などの基本的操作を学びながらスキ
ルアップします。将来のビジョンと
して「高齢者のデジタルで脳トレ」
効果によるＳＮＳを活用した地域へ
の見守り、防災などの迅速な情報伝
達を行い地域の絆を深めることを目
的とます。

戸
畑

中原市民
センター

高齢者の
デジタルで脳トレ

3

スマホの使い方を一から伝え、使い
にくい、不便だとという先入観を払
拭してもらいたいと考えています。
スマホを通してのコミュニケーショ
ン、行政や医療関係の情報を簡単、
便利に入手できるように講座を組ん
でいきたいと考えています。
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男 女

学習テーマ
学習のねらい

実施状況 定員
市民セン
ター名

目的
講座

参加数事業名
参加
対象

講師
デジ
タル
回数

№ 区

はじめてのスマートフォン

ひとり使えるように画面の設定や文
字入力を覚える。

スマートフォンで
電話とメールをしよう。

ひとりで使えるように電話をかけ
る、受ける、電話帳の登録の仕方を
覚える。

スマートフォンで
インターネットを使おう。

ひとりで使えるようにネット検索の
仕方、音声検索の仕方、Wi-Fiの使い
方や注意点を学ぶ。

Zoom交流会①

Zoomの使い方を学ぶ①

Zoom交流会①

Zoomで話し合い

Zoom交流会①

レクリエーション①

Zoom交流会②

Zoomの使い方を学ぶ②

Zoom交流会②

Zoomで話し合い

Zoom交流会②

レクリエーション②

Zoom交流会②

ホスト編

はじめてのスマホ教室①

ラインを使ってみよう

はじめてのスマホ教室②

個人レッスン

はじめてのスマホ教室③

用語解説

27 中止
青年
壮年

高齢者
15

中止
青年
壮年

高齢者

『ひとりで使える
ようになるための

スマホ講座』

ドコモショッ
プ戸畑中央店

28 中止
青年
壮年

高齢者
15

ドコモショッ
プ戸畑中央店

15
ドコモショッ
プ戸畑中央店

30
青年
壮年

高齢者
10 3 6

29

青年
壮年

高齢者

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

31
青年
壮年

高齢者
10 3 6

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

33
青年
壮年

高齢者
10 2 5

32

青年
壮年

高齢者

牧山東市民
センター

オンラインで
地域交流しよう！
～Zoomの使い方を

　学び、レクリエー
ションを楽しむ～

10 3 6

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

34
青年
壮年

高齢者
10 2 5

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

36
青年
壮年

高齢者
10 1 6

35

NPO法人アク
ティブキャリ
ア北九州理事
長、副理事長

37
青年
壮年

高齢者
20 2 7

ａｕショップ
若松

7

安全、簡単に使えるリモートツール
の一つである、Zoomを気軽に使っ
て、時間や場所を問わず、地域や共
通の目的を持つ仲間とつながりを持
ち、さまざまな目標を達成すること
で生活の質をあげる。

戸
畑

10 2 5

38
青年
壮年

高齢者
3

携帯電話としての機能に加えて、便
利な機能を知リ、新しい情報を得た
リ、サービスを利用できるようにな
ることで生活の質をあげる。スマー
トフオンを使えることで活動の幅が
広がリ、よリ生き生きとした生活を
送れることを期待する。

戸
畑

牧山東市民
センター

はじめてのスマホ教室

3

スマホを他者とのコミュニケーショ
ンツールとして使うことや、行政情
報の取得のしかたや閲覧など、受講
生が今より更に便利かつ豊かに過ご
すことのできるものとし、学んでい
ただく機会となってほしいです。ま
た、学んだことを人伝いに伝播しで
いくことを期待しています。

戸
畑

西戸畑市民
センター

20 2 7
ａｕショップ
若松

39
青年
壮年

高齢者
20 2 5

ａｕショップ
若松
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